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平成２４年第２回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

平成２４年３月７日 

午前１０時００分開会 

於      議 場 

１．議事日程（第１日目） 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 行政報告 

 日程第 ５ 議案第 ８号 氷川町竜北公園条例制定について 

 日程第 ６ 議案第 ９号 氷川町課設置条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ７ 議案第１０号 氷川町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例につ

いて 

 日程第 ８ 議案第１１号 氷川町地域福祉基金条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ９ 議案第１２号 氷川町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第１０ 議案第１３号 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 日程第１１ 議案第１４号 氷川町公園条例の一部を改正する条例について 

 日程第１２ 議案第１５号 氷川町営住宅条例の一部を改正する条例について 

 日程第１３ 議案第１６号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

 日程第１４ 議案第１７号 平成２３年度氷川町一般会計補正予算（第７号）につい

て 

 日程第１５ 議案第１８号 平成２３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について 

 日程第１６ 議案第１９号 平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について 

 日程第１７ 議案第２０号 平成２３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３

号）について 

 日程第１８ 議案第２１号 平成２３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第４

号）について 

 日程第１９ 議案第２２号 平成２４年度氷川町一般会計予算について 

 日程第２０ 議案第２３号 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計予算について 

 日程第２１ 議案第２４号 平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算につい

て 
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 日程第２２ 議案第２５号 平成２４年度氷川町介護保険特別会計予算について 

 日程第２３ 議案第２６号 平成２４年度氷川町下水道事業特別会計予算について 

 日程第２４ 議案第２７号 平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算について 

 

２．本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

    １番 三 浦 賢 治          ２番 田 中 照 男 

    ３番 江 嵜   悟          ５番 松 田 達 之 

    ６番 上 田 俊 孝          ７番 上 田 健 一 

   １０番 吉 川 義 雄           １２番 片 山 裕 治 

   １３番 坂 本 悦 男            １４番 永 田 義 昭 

   １５番 笠 原 良 一 

 

４．欠席議員は次のとおりである。（１名） 

１１番 有 田 芳 人 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

  事 務 局 長  陳 野 信 次     書 記  平 山 早 苗 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

  町    長  藤 本 一 臣     教   育   長  廣 瀬   亀 

  総務財政課長  河 崎 澄 男     税 務 課 長  今 田 辰 彦 

  町民環境課長  中 島   正     健康福祉課長  浅 山 正 代 

   農業振興課長  平   逸 郎     農地整備課長  河 野 正 利 

  建設下水道課長  森 田 寿 也     総務振興課長  甲 斐 貴 裕 

  商工観光課長  前 田 昭 雄     会 計 管 理 者  坂 本 京 子 

  学校教育課長  西 尾 正 剛     生涯学習課長  木 本 栄 一 

   農業委員会事務局長  梅 田 光 義       代表監査委員    遠 山 正 敬 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 皆さん、おはようございます。ただいまから平成２４年第２回

氷川町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（笠原良一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１３番、坂

本議員、１４番、永田議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（笠原良一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。今定例会の会期は、本日から３月１６日までの１０日間としたい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１６日

までの１０日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（笠原良一君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   有田議員から本日の会議に対して、入院治療のため出席できない旨の欠席届が提

出され、これを認めましたので報告します。 

 次に、熊本県町村議会議長会第６２回定例総会が２月２２日に熊本県市町村自治

会館で開催されましたので報告します。 

 次に、例月出納現金検査が実施され、その検査結果報告書が提出されていますの

で報告します。 

 次に、平成２４年第１回八代生活環境事務組合議会定例会、平成２４年第１回八

代広域行政事務組合議会定例会、平成２４年第１回氷川町及び八代市中学校組合議

会定例会が開催され、会議資料が提出されていますので報告します。 

 なお、この報告書及び会議資料は議会事務局に保管してありますので、ご自由に

閲覧願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（笠原良一君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

 町長。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。厳しかった寒さも和らぎまして、

梅の花が満開を迎え、その名もゆかしく弥生の春となりましたが、皆様方には日々

ご活躍のこととお慶びを申し上げます。 

 本日は平成２４年第２回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆様方

には大変お忙しいなかにお繰り合わせご出席をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。議員各位には日頃より町政の運営に対しまして格別のご理解とご協力を

いただいておりまして、改めまして心より感謝とお礼を申し上げる次第でありま

す。 

 さて、本年度もいよいよ押しつまりまして、年度末を迎えているところでありま

す。今年１年の氷川町を振り返ってみますと、台風及び豪雨等によります自然災

害、大きな災害は発生をいたしませんでしたが、先月３日の冷え込みによりまし

て、特産でありますイチゴへの凍結被害が発生をいたしております。速報値で約

４,０００万円程度の被害があったと報告を受けておりまして、今後の収量等にも

影響があるのではないかと少し危惧をいたしているところであります。 

 一方、国内の情勢に目を転じますと、昨年３月１１日に発生をいたしました東日

本大震災により尊い人命と多くの財産が奪われました。氷川町においてもその支援

策として議会の皆様方また町民の皆様方のご理解を得て、八代市とともに半畳敷き

の畳１万４,０００枚を被災地に送り、被災地の皆様方に大変喜ばれたところであ

ります。 

 また、町職員も延べ８名を派遣をいたしました。事務の補助に当たったところで

ございますけれども、現地に赴いた職員も現地のその活動を通して学ぶべきものが

あったというふうに感じております。 

 震災発生から１年を迎えようとしておりますけれども、復旧復興は始まったばか

りで、その道のりは長く遠いものと思われますが、１日も早い復興を改めて願うも

のでございます。 

 また、長引く経済不況により雇用環境はさらに悪化をし、回復の兆しは依然とし

て見えておりません。大変厳しい状況にあるというふうに思います。それらの中、

税と社会保障の一体改革による消費税増税の議論や日本の農業をはじめ様々な分野

に大きな影響を及ぼすと思われている、言われております環太平洋戦略的経済連携
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協定いわゆるＴＰＰへの参加を前提とした事前協議も始まっておりまして、先行き

不透明感が募っているところであります。 

 このように世界及び日本の政治経済の動向が揺れ動くなか、我々はこの現実を直

視し、時代の流れを的確に捉えて、その流れを見誤ることなく、堅実な行政運営が

求められているところであります。 

 さて、平成２３年度につきましては、新たな挑戦への再出発の年と位置づけて、

５つの町づくり戦略を掲げ、議会のご協力をいただき、町民の皆様方とも協働をし

ながら、活力のある町づくりに向けて取り組んでまいりました。その結果について

報告をいたします。 

 まず、１点目として、活力ある産業の振興でございます。 

 農業振興の分野では各種生産組織及び町内１４の営農組織を中核とした組織型農

業を推進してまいりましたが、先ほど申し上げましたＴＰＰへの参加に向けた事前

協議が始まったことにより、その必要性が増したと感じております。新規事業とし

て取り組みました環境保全型農業総合支援事業においては、酪農家から果樹農家へ

の有機肥料の供給が行われたところであります。 

 氷川町販売戦略基本計画に基づく特産品販売戦略強化対策といたしまして本町出

身の秋山幸二福岡ソフトバンクホークス監督をモデルにしたポスターを４種類作成

をし、氷川町のＰＲに活用したところであります。また、今日付けておりますが

「ひかりん」、その他のストラップも作製をし、氷川町を大いに売り出していると

いうところであります。 

 また、大阪に本社があります味覚糖株式会社との連携によりまして、当社のヒッ

ト商品であります「ぷっちょ」に氷川町及び八代市の特産であります晩白柚を使っ

た商品が加わることになりまして、今その製造中であります。３月末に九州限定で

販売をされる予定となっております。 

 安全安心な農作物の供給体制と経営体の育成確保を構築を図るために、継続事業

といたしまして経営体育成支援事業に取り組みました。本年度は９１件、総事業費

２億４,６５７万円の事業を実施し、牛舎の増設やハウスの自動開閉装置等農業用

施設の整備並びにトラクターやコンバイン等の農業用機械設備の更新拡充が図られ

たところであります。 

 氷川町農業元気づくり支援事業により優良品種への改良、環境保全型農業の普及

等々５つの事業を支援してまいりました。 

 昨年度から実施された戸別所得補償制度におきましては６７０戸の農家が取り組

まれ、交付金額といたしまして４億１,０００万円の実績があったところでありま

す。 
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 また、生産調整面積の再配分を行いました。希望を取りまして、転作面積をオー

バーした部分を再度各農家に、希望される農家に配分をし、３０ヘクタールの作付

けの実績が上がったところでありまして、このような取り組みは県下でも、独自の

取り組みでありまして、大変評価を受けたところであります。 

 畳需要拡大推進事業及び農業後継者花嫁対策事業につきましては、氷川町農業振

興協議会が主体となり実施をいたしましたが、畳表の張り替え補助も当初計画のと

おり活用がありました。花嫁対策事業におきましても、交際中のカップルがあると

いうふうに聞き及んでおりまして、ぜひ結婚まで至ってくれればなと思っていると

ころであります。 

 農業基盤整備事業として新田・柳の江地区排水路改修工事を継続事業として実施

をし、延長４７２メートルの整備がすべて完了したところであります。竜北地区の

幹線排水路等の改善に向け、昨年度町の実態調査を行いました、それを受けまして

本年度は熊本県において農業農村整備調査を取り組んでいただいておりまして、本

年度末までにはその報告書が提出される予定となっております。 

 竜北地区の地籍調査も年度計画に基づき順調に進捗をしておりまして、現在、竜

北地区の８０％の調査を完了しておりまして、氷川町全体では８６％の進捗率とな

っております。 

 耕作放棄地解消に向けた耕作放棄地解消対策事業につきましては、本年度は１件

の取り組みでございました。３３アールの耕作放棄地が再生復元したところであり

ます。 

 商工業振興対策につきましては、町内の購買力を高めるためのプレミア付き商品

券の発行を継続事業として行いました。町内の購買力の向上に努めることができた

というふうに思っております。 

 ネット販売販路拡大事業、地域資源活用特産品開発販路拡大事業、のびのび子育

て親育て事業につきましては、町商工会へ委託をし、雇用の確保と消費の拡大が図

られたところであります。 

 宮原地区中心市街地再整備につきましては、基本計画に基づきまして町政懇談会

においてご説明を申し上げ、様々な意見を聞いたところでございます。 

 ２点目として、安心して暮らせる福祉の町づくりであります。 

 疾病の早期発見、早期治療を促進し、町民の皆様方の健康増進と医療費の抑制を

図るため、４０歳、５０歳を対象にした人間ドックの受診の助成を行いました。ま

た４０歳から６０歳までの５歳きざみの方を対象に、大腸ガン検診の無料クーポン

券を発行いたしましたけれども、それぞれ受診率の向上にもつながったというふう

に聞いておりまして、大変喜んでいるところであります。 
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 少子化及び定住促進対策につきましては、中学３年生までの医療費の無料化を昨

年度から行いました。またインフルエンザの予防接種につきましても助成対象年齢

を本年度から拡大をいたしましたけども、子育て世代の負担の軽減には繋がってい

るものというふうに思っております。 

 地域子育て創生事業では産前産後ホームヘルプ事業のメニューを追加のうえ実施

をいたしました。母親の精神的肉体的な負担を軽減することが出来たというふうに

思っております。 

 高齢者対策といたしましては、ふれあいいきいきサロン事業を今年度から向こう

３年間で町内全地区での実施を目指して取り組みを行いました。本年度に新たに５

地区の取り組みが生まれまして、現在２２地区で実施をされているところでありま

す。 

 食の自立支援事業においては、調理が困難な一人暮らしの高齢者世帯への昼食夕

食についてサービスを提供し、年間延べ３万食の提供を行ったところでありまし

て、日常生活の支援ができたのではないかというふうに思っております。 

 高齢者及び障害者住宅改造助成事業におきましては、本年度１件の助成を行った

ところであります。 

 災害時要支援者支援対策につきましては、民生児童委員の皆様方の協力を得て、

要援護者の状況把握及び台帳の調査をすでに行いまして、それぞれ関係者及び関係

機関において情報を共有し、有事に備えているところであります。 

 なお、少子高齢化は年々進行するというふうに思われます。町、社会福祉協議会

との連携をさらに密なものにいたしまして、地域を地域で支える福祉の環境づくり

というものをぜひ構築してまいりたいというふうに考えておりまして、今、その方

策につきまして皆様方とともに一生懸命考えているところであります。 

 ３点目といたしまして、人を育む教育の振興であります。 

 児童生徒の安全安心な教育施設の整備のための校舎等の耐震補強改修工事を年度

計画に基づき実施をいたしております。本年度は竜北西部小学校の屋内運動場改築

工事を行いました。先日、いわゆる竣工検査を行い引き渡しを受けたというふうに

報告を受けておりまして、６年生の皆さん方は１年間母校の体育館を使うことがで

きませんでした。新しい体育館でわずかな日数でございますけれども、ぜひ活用い

ただきたいというふうに思っておるところであります。 

 夏場の酷暑対策といたしまして、小中学校の全教室にスタンド式扇風機４台の設

置が完了いたしました。東日本大震災の影響で納品が１０月の末になってしまいま

した。本年度の活用はございませんでしたが、来年度以降就学環境の改善に役立つ

ものと思っております。 
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 要支援児童生徒教育支援事業及び学校支援地域本部事業に取り組んでおりまし

て、教育現場への直接的支援により就学環境の充実に繋がったものと思っておりま

す。 

 八火図書館の整備検討委員会によります再検討が行われまして、宮原振興局の敷

地に図書館と事務所の機能を持った複合施設の建設につきまして、ご提言をいただ

いたところであります。 

町内の文化史跡の保存の面から、大野窟古墳の国指定に向けた調査を継続的に実

施してまいりました。いよいよ報告書が完成をいたしました。来年度、いわゆる平

成２４年度におきまして、国指定に向けての申請を行いたいというふうに思ってお

ります。 

 総合型地域スポーツクラブ氷川スポーツクラブが４月から設立し、稼働いたして

おります。７つの種目で今活動されておりまして、社会体育及び文化活動の振興に

寄与しているものというふうに思っております。 

 ４点目として、安全で快適な生活環境の町づくりであります。生ごみ減量化及び

堆肥化によります有効促進のための電気式生ごみ処理機の助成、購入助成を実施し

ておりますが、本年度は１２台の普及にとどまっております。５０台の普及という

ことで予算を計上いたしましたけれども、その台数には及びませんでした。今後も

ぜひ普及を進めてまいりたいというふうに思っているところであります。 

 また、生活安全推進室の機能を活かしまして、雇用相談それから多重債務相談の

拡充をはじめ、氷川地区少年警察ボランティア協議会、消防団、ＰＴＡ、老人クラ

ブや民生児童委員協議会の協力を得まして、防犯ボランティア活動により地域防犯

体制の充実が図られております。 

 昨年６月に計画をいたしました氷川町総合防災訓練につきましては、ちょうど当

日大雨洪水警報等が発令をされまして中止となりました。大変残念に思っておりま

す。また１１月には国民保護の観点から訓練を実施しました。皆さん方にもご参加

を頂いたところでございますが、今後ともそういった訓練は続けてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 八代広域消防本部管内の消防力の強化を図るため、分署建設を含めた検討委員会

による検討が行われまして、鏡消防署氷川分署の必要性が消防分署基本計画に示さ

れたところであります。今後、実施年度等につきまして八代広域消防施設整備計画

へ明記のうえ、計画的に進めてまいりたいと考えております。 

 昨年６月に氷川町暴力団排除条例を制定し、氷川警察署との間で氷川町が行う契

約及び行政手続き等における暴力団及び暴力団等関係者の排除等に関する合意書を

取り交わしたところでありまして、実効性のある相互協力体制が確立されたところ
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であります。また本年１月２４日には氷川町暴力追放町民大会を開催をし、町民の

皆様方にも啓発活動を実施をいたしました。 

 下水道事業につきましても、普及率が８３.２％まで達成できたところでありま

す。集落内の道路、排水の整備につきましては、各地区からの要望を受けながら、

各地区の区長様方の協力をいただき、きめ細やかな交付金事業を活用いたしまし

て、それぞれ地区要望に上がっておりました箇所を計画的に整備を進めているとこ

ろであります。 

 氷川町道路整備基本計画が今月中には計画として策定される予定であります。広

域アクセスのための幹線道路の整備、あるいは生活幹線道路ネットワークを確立を

し、町民生活における交通環境の改善及び産業の振興、救急医療や弱者支援に寄与

する道路整備の指針にしたいと考えております。 

 国の事業で進められておりました大野地区のひのきみ歩道橋が昨年３月２６日に

開通をし、歩行者の安全性が確保されるとともに、道の駅竜北と竜北公園の利用者

の利便性の向上に役立っているというふうに思っております。エントランスの整備

も完了いたしまして、現在県道小川八代線に通じます町道の整備を、一部の拡幅改

良を行っております。それが終了しますと、今よりも動線の確保あるいは安全性の

向上に役立つものと思っております。 

 スマートインターチェンジ事業につきましては、県道小川八代線との交差点協議

が終わり、路線が確定、決定をいたしましたので、地元住民説明会を開催いたしま

した。用地測量も完了し、用地買収に向けた地権者への説明会を実施を予定してお

ります。なお、ネクスコ西日本が施工いたします本体工事着工に伴います宇城市氷

川町及びネクスコ西日本三者によります協定を締結をいたしたところであります。 

 最後に、住民自治を支える行政運営の推進であります。 

 一行政区一区長制も３年目を迎えまして、地区住民の皆様方のご理解とご協力に

よりまして円滑に地区運営がなされているところでございます。住民との協働によ

る町づくりを進めるためには、お互いの情報交換が必要であるというふうに思って

おります。町政懇談会を１３箇所で実施をいたしました。地域の課題あるいは町政

運営に対する貴重なご意見を拝聴することができました。行政情報の提供にも努め

ておりまして、町広報誌及び町ホームページによりまして、本年度は町の例規集を

掲載をしたり、あるいは町民の皆様方に身近な情報をそれぞれのツールを使って提

供しているところであります。 

 男女共同参画の面では、町の管理職及び各行政関係委員会への女性の登用につき

まして努力をしているところでございますが、県下の状況の中でもトップクラスに

位置をいたしておりまして、高い評価を受けているところであります。 
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 また行政改革プランの完全実施を目標としてそれぞれ改革の取り組みを進めてい

るところであります。この行政改革につきましては今後向こう、後期の計画につき

ましては再度見直しを行い、今後とも積極的に進めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

 以上、５つの町づくり戦略を掲げ、最善を尽くして参りましたが、議員各位並び

に町民の皆様方をはじめ関係組織、関係機関のご協力のもと全職員が一丸となって

職務に精励したことにより相応の効果を得ることができたと、行政運営であったと 

というふうに思っております。 

 以上、本年度を振り返りましての行政報告とさせていただきます。 

○議長（笠原良一君） これで行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ５ 議案第 ８号 氷川町竜北公園条例の制定について 

 日程第 ６ 議案第 ９号 氷川町課設置条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ７ 議案第１０号 氷川町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例につ

いて 

 日程第 ８ 議案第１１号 氷川町地域福祉基金条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ９ 議案第１２号 氷川町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第１０ 議案第１３号 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 日程第１１ 議案第１４号 氷川町公園条例の一部を改正する条例について 

 日程第１２ 議案第１５号 氷川町営住宅条例の一部を改正する条例について 

 日程第１３ 議案第１６号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

 日程第１４ 議案第１７号 平成２３年度氷川町一般会計補正予算（第７号）につい

て 

 日程第１５ 議案第１８号 平成２３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について 

 日程第１６ 議案第１９号 平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について 

 日程第１７ 議案第２０号 平成２３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３

号）について 

 日程第１８ 議案第２１号 平成２３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第４

号）について 

 日程第１９ 議案第２２号 平成２４年度氷川町一般会計予算について 

 日程第２０ 議案第２３号 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計予算について 

 日程第２１ 議案第２４号 平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算につい
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て 

 日程第２２ 議案第２５号 平成２４年度氷川町介護保険特別会計予算について 

 日程第２３ 議案第２６号 平成２４年度氷川町下水道事業特別会計予算について 

 日程第２４ 議案第２７号 平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算について 

○議長（笠原良一君） 日程第５、議案第８号、氷川町竜北公園条例制定についてか

ら、議案第２７号、平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算についてまでを

一括議題とします。町長の施政方針並びに提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） それでは施政方針並びに提案理由の説明をさせていただきま

す。 

 日本の経済は長引く景気低迷に加え、東日本大震災の影響により雇用情勢や企業

収益を中心に依然として厳しい状況にあり、電力供給の制限や急速な円高、株価の

変動等により先行き不透明な状況が続いております。 

 このような経済情勢の中で国におきましては平成２４年度の予算編成に向け中期

財政フレームの改定が閣議決定をされ、震災からの復旧復興を最優先の課題として

取り組みつつ、財政再建、財政健全化目標の達成に向けた取り組みは着実に進めな

ければならないとし、日本再生重点化措置の実施や年金、医療に関わる経費、義務

的経費を除く経費につきましては前年度当初予算の９割を範囲内とした概算要求枠

を示し、事務事業の徹底的な見直しによる歳出全般にわたる改革により財源を確保

するとしております。 

 地方財政につきましては、前年度水準を下回らないよう確保するとしているもの

の社会保障、税の一体改革など地方財政運営に大きく関わる制度の詳細は未だ未定

となっております。 

 一方、熊本県もまた超高齢化の進展により社会保障関係経費が増大をし、公債費

が高止まりをする中で、三位一体改革により地方交付税等の大幅な削減により財政

の硬直化が進み、県債残高も依然として高い水準にあります。 

 このような財政危機の克服に向け、財政再建戦略を策定し、取り組みを行っても

なお財源不足が見込まれております。さらに当初予算は知事の改選期をはさんだ骨

格予算として編成されることから、その全容が見通せないところであります。 

 このような国、県の政策や財政状況を踏まえて、平成２４年度一般会計予算につ

きましては、所要財源の確保に最大限の努力を傾注し、限られた財源の重点的、効

率的配分に心がけるとともに、町政の発展の礎を築くこととし、メリハリのある予

算編成に心がけ、対前年比３.７％増の総額５６億４,６１６万７,０００円といた

ました。 

 歳入としては、地方交付税、町税が増加をし、不透明な国、県支出金及び地方譲
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与税が減収すると見込みました。財源確保のために財政調整基金からの繰り入れを

行い、町債につきましては必要最小限度に止めたところでございます。 

 歳出では、衛生費、土木費、商工費、教育費、消防費を増額予算とし、それ以外

は減額といたしました。 

 氷川町が誕生して７年目を迎えておりますが、合併前からの課題、合併後に新た

な、生まれました新たな懸案事項など解決すべき課題が山積しておりますので、平

成２４年度は課題解決に向けた実践の年として位置づけ、当面する課題を一つひと

つ解決すべく次の５つの町づくり戦略を掲げ、議会の協力をいただき、町民の皆様

方と協働しながら活力のある町づくりに向けた町政展開を行ってまいる所存でござ

いますので、一層のご協力をお願い申し上げます。 

 まず、１点目といたしまして、活力ある産業の振興であります。安定した生活基

盤を確保するためには何といいましても基幹産業であります農業、商工業の活力が

必要であります。農業振興策といたしましては、これまでどおり、各種生産組織及

び町内１４の営農組織を中核とした組織型農業を推進するとともに、共同経営をも

視野に入れた集落営農組織の育成を推進してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 新規の事業として、保育所等の畳表需要拡大事業によりまして、町内の保育所等

の畳張り替えの助成を実施したいと思っております。昨年、町内の小学校に畳の教

室をつくりました。増やしました。今年度は保育所等でそういった畳の間を張り替

えをしていただくような助成をしたいというふうに思っております。 

 経営安定推進事業熊本稼げる園芸産地育成対策事業及び鳥獣被害防止総合対策事

業、これは国県の事業でありますが、その採択に向けて目指しているところであり

ます。 

 氷川町農業元気づくり支援事業につきましては、葉たばこ病害虫予防等の、防除

の対策を加えましてイチゴ優良品種早期産地対策事業、吉野梨減農薬対策事業等々

の事業を展開をしてまいります。 

 また、継続事業といたしまして、戸別所得補償制度、経営体育成支援事業、氷川

町販売戦略基本計画に基づきます農産物販売戦略強化対策、い草畳表生産体制強化

緊急対策事業、環境保全型農業総合支援事業をはじめ農地利用の調整あるいは利活

用状況調査等、農業委員会の機能を充実する支援、農地制度実施円滑化事業にも取

り組むことといたしております。 

 農業経営の安定化と農家負担の軽減を目的としました農業収入安定化事業につき

ましても共済掛金の助成率４５％を確保することといたしました。 

 農業基盤整備事業の新規事業といたしまして、農業体質基盤強化促進事業に取り
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組むことといたしております。柳の江地区排水路改修事業、下宮地区用水路ゲート

改修事業及び農地の区画拡大事業２ヘクタール、暗渠排水事業１２１ヘクタール、

客土事業７２ヘクタールを氷川町土地改良区と連携をして実施することといたして

おります。 

 地籍調査事業も年度計画に基づき、吉本・高塚地区の測量及び大野地区の一部と

野津・河原地区の一筆調査を実施をいたします。 

 氷川町竜北物産館ポス及び経理システムの改修とトイレの洋式化の施設整備を実

施することといたしております。 

 商工業振興策といたしましては、新規事業といたしまして住宅リフォーム促進事

業に取り組むことといたしました。中小建設業者の支援と町内商工業の振興を図る

目的でございます。 

 ネット通販販路拡大事業、地域資源活用特産品開発販路拡大事業を販売戦略商工

会補助金として位置づけ、経営革新等推進特別事業にも新たに取り組み、雇用の確

保、商工会活動の支援と商工業者の経営革新を支援してまいりたいというふうに思

っております。 

 町単独のプレミア付き商品券の発行につきましても継続をして実施をします。町

内における購買力の向上を目指すところであります。宮原地区中心市街地再整備に

つきましては町政懇談会等における町民の皆様方の意見を重視し、中心市街地再整

備基本計画の再検討を行いたいというふうに思っております。 

 立神峡公園、まちつくり酒屋、竜北公園及びふるさと自然の道につきましては、

氷川ツーリズム事業の一つの資源として位置づけ、相互に連携を図りながら、その

活用を図ってまいります。 

 ２点目に、安心して暮らせる福祉の町づくりであります。これまで同様、生活の

安定は健康づくりという視点から疾病の早期発見、早期治療を促進をし、町民の皆

様方の健康増進と医療費の抑制を目指して、健診事業をさらに強化し、推進してま

いりたいというふうに思っております。これまで４０歳、５０歳を対象にした節目

検診に新たに６０歳を対象とすることといたしまして、人間ドックの受診費用を助

成をいたします。また、４０歳から６０歳までの５歳きざみの方を対象とした乳が

ん検診及び大腸がん検診と２０歳から４０歳の５歳刻みの女性を対象とした子宮頸

がん検診の無料化につきましても、働く世代のがん検診推進事業として取り組んで

まいりたいと思っております。 

 少子化及び定住促進対策として、継続をいたしまして医療費の無料化を中学校３

年生までを対象としたいというふうに思います。インフルエンザ予防接種につきま

しても１歳から１５歳までを対象に助成を継続して実施してまいります。 
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 また、子育て世代の母親の精神的、身体的負担を軽減するための産前産後ホーム

ヘルプ事業につきましてもさらに充実をし継続して実施をしてまいります。 

 高齢者福祉対策といたしまして、いきいきサロン事業、食の自立支援事業、高齢

者及び障害者住宅改造助成事業をはじめ、高齢者筋力向上トレーニング事業に継続

して取り組むことといたしております。特にいきいきサロン事業につきましては、

いわゆる３年間で全地区に普及をするということで取り組みましての２年目を迎え

るわけでございまして、本年度は１０地区の立ち上げを目標として積極的に推進を

してまいります。 

 ２３年度で策定をいたしました氷川町高齢者福祉計画及び第５期介護保険事業計

画に基づく介護保険料の改定につきましては、介護福祉サービス提供に必要な財源

の確保でありますので、ぜひご理解をいただきますとともに、年度計画に沿った事

業の推進に全力を尽くしてまいります。 

 また、昨年１２月に策定をいたしました氷川町国民健康保険財政健全化計画に基

づき、国民健康保険事業の円滑な運営に努めてまいる所存であります。 

 町社会福祉協議会の地域福祉計画及び組織改革計画の見直し作業に取り組んでお

ります。見直された計画に基づきまして氷川町社会福祉協議会との連携をさらに密

なものとし、地域で支える福祉の環境づくりを進めてまいります。 

 さらに医療費の抑制と疾病予防のための住民健診の受診率の向上、それから管理

栄養士につきましてはこれまで緊急雇用ということで助成をいただき採用してまい

りました。雇用してまいりましたが、本年度からは町の単独事業として保健予防活

動に従事していただくということで頑張っていただきたいというふうに思っており

ます。 

 ３点目に、人を育む教育の振興でございます。これまでどおりそれぞれ学校施設

の耐震補強改修工事を計画的に進めてまいります。本年度は、２４年度は竜北東小

学校校舎の耐震補強改修工事を施工いたします。夏場の酷暑対策といたしまして、

平成２３年度で導入をいたしました扇風機、スタンド式扇風機につきましては、本

年度から本格稼働を迎えるわけでございますが、その環境の改善に役立つものと期

待を寄せているところであります。 

 要支援児童生徒への教育支援また地域ぐるみでの学校運営を支援します学校支援

地域本部事業につきましても、充実を図り、継続して取り組んでまいります。 

 八火図書館の整備につきましては、整備検討委員会の提言を尊重いたしまして、

宮原振興局敷地に図書館と事務所機能を持った複合施設の建設を目指し、基本設計

作成のための予算を計上したところであります。ぜひご理解をいただきたいという

ふうに思っております。 
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 総合型地域スポーツクラブ氷川スポーツクラブが発足をして１年を経過をいたし

ました。これまで７種目の取り組みがあったわけでございますけれども、組織の強

化と会員の拡大を目指しまして、新たに３種目を増やし、１０種目の部分で取り組

みを行っていただき、町体育協会との連携を図りながら、社会体育・文化の振興に

向けた支援を行ってまいりたいというふうに思っております。 

 ４点目は、安全で快適な生活環境の町づくりであります。東日本大震災以降クリ

ーンエネルギーの重要性が再認識をされておりますので、新規事業として太陽光発

電施設等の費用助成を行う住宅用新エネルギー等導入促進事業に取り組むこととい

たしました。 

 生ごみの減量化を目指した電気式生ごみ処理機購入助成につきましても継続して

実施をすることといたしております。昨年度の普及が少し少のうございましたの

で、今年度もぜひ普及の拡大に向けて頑張ってまいりたいというふうに思っており

ます。このことがごみの減量化ひいてはごみ処理費の削減につながるわけでありま

して、町民の皆様方のご理解をいただきたいというふうに思っております。また八

代市が建設を予定しております新たな環境センターでの広域処理の問題につきまし

ても、昨年度の町政懇談会でそういった申し出があっているということをお話を

し、ご意見を賜ったところであります。現在、氷川町、八代市、八代生活環境事務

組合三者による協議を重ねております。なかなかその方向性等がまだ見いだせない

状況でございまして、さらに協議を重ねてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 防災防犯対策といたしましては、消防団及び自主防災組織を核といたしました地

域防災体制の充実と地域ぐるみで見守る防犯体制の確立を図ります。これまでの取

り組みをさらに強化をしてまいりたいというふうに思っているところであります。

また本年度、２３年度実施できなかった氷川町総合防災訓練につきましても自主防

災組織、町消防団をはじめ八代広域消防本部や国県関係機関と合同でぜひ実施をし

たいというふうに思っております。八代広域消防本部管内の消防力強化を図るため

の鏡消防署氷川分署建設につきましては、昨年度検討委員会の中で検討され、その

必要性が示されました。したがいまして、八代広域消防施設整備計画に明記のう

え、計画性を持って具現化に向けた作業を進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 下水道事業も計画に沿って促進をし、集落内の道路及び排水路につきましては２

３年度で策定をいたしました氷川町道路整備基本計画と、地区からの要望との整合

性を図りつつ、優先順位をつけて整備を行うことといたしております。 

 町が管理する既設の橋梁につきましては、点検を実施した橋梁の長寿命化修繕計
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画策定事業を実施することといたしておりまして、今後の維持管理につきましての

方針を見つけてまいりたいというふうに思っております。 

 また新規事業といたしまして、町内の住宅建築物の安全性の確保と耐震性の向上

を図るための住宅建築物耐震改修促進計画策定事業及び公営住宅の修繕、建て替え

等を計画的に実施をし、長寿命化を図るための公営住宅等長寿命化計画策定事業に

も取り組むことといたしております。 

 宇城市、ネクスコ西日本との共同事業でありますスマートインターチェンジ事業

につきましては、財源の確保に努めつつ計画に沿って事務事業を進めてまいりたい

というふうに思っております。本年度の事業といたしましては、町道吉本本山線道

路改修事業詳細設計、文化財調査、用地買収、立木等補償及び町道吉本本山線、学

校稲川線橋りょうの上部工事をネクスコ西日本へ委託をし、実施する予定でござい

ます。 

 最後に住民自治を支える行政運営の推進であります。第１次氷川町総合振興計画

の前期５年が経過をいたしますので、後期５年の計画を策定するとともに、地区別

計画の進捗状況等を精査をし、計画の見直し作業を実施をいたします。 

 住民主役の町づくりを進めていくうえでは、町民の皆様との対話と協調が重要で

ありますので、本年度も町政懇談会を実施するとともに、情報を共有する必要があ

りますので、出来うる限りの情報提供に努めてまいりたいというふうに考えており

ます。堅実な行財政運営を行うためにも、行財政改革に努めてまいります。行政改

革プランの後期計画を策定をし、その計画に基づいた改革を確実に実践してまいり

たいと考えております。 

 本年４月に創設をいたします企画財政課に職員相互交流によりまして熊本県職員

の受け入れをすることといたしております。これまでいろいろ懸案となっておりま

した入札制度改革を進めてまいりたいというふうに思っております。さらに効率の

よい機能的な行政組織とするため、役場組織の改革と職員の能力開発にも尽力をし

てまいりたいというふうに考えております。 

 また本年は大空町との友好１０周年の節目の年を迎えております。記念行事とし

まして両町のまつりを通して人と物産の相互交流を図るとともに、災害時相互応援

協定の締結を行いたいというふうに考えております。 

 以上、５つの町づくり戦略を平成２４年度の町政運営の基本方針として安心して

暮らせ、幸せを実感できる氷川町の創造を目指して、全身全霊を傾注して、危機感

と緊張感を持って取り組んでまいる所存でございますので、議員各位をはじめ町民

の皆様方にはより一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 さて、本定例会に提案をいたしておりますのは条例の制定及び一部改正９件、平
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成２３年度一般会計及び特別会計補正予算５件、平成２４年度一般会計及び特別会

計予算６件でございます。 

 議案第８号は、氷川町竜北公園条例の制定でありまして、新たに整備をした照明

施設、音響施設等の付属施設の使用料を徴収するため、関係条例を制定するもので

ございます。 

 議案第９号は、機構改革に伴い氷川町課設置条例の一部を改正するものでござい

ます。 

 議案第１０号は、委員の名称変更に伴い、氷川町報酬及び費用弁償条例の一部を

改正するものでございます。 

 議案第１１号は、氷川町地域福祉基金の運用の変更に関し、関係条例の一部を改

正するものでございます。 

 議案第１２号は、地方税法の改正に伴い、氷川町税条例の一部を改正するもので

ございます。 

 議案第１３号は、氷川町介護保険条例の一部を改正する条例でありまして、第１

号被保険者保険料の改定に伴い、関係条例の一部を改正するものであります。 

 議案第１４号は、氷川町竜北公園条例の制定に伴い、氷川町公園条例の一部を改

正するものでございます。 

 議案第１５号は、公営住宅法及び公営住宅法施行令の改正に伴い、氷川町営住宅

条例の一部を改正するものでございます。 

 議案第１６号は、排水設備工事責任技術者の登録事務を県内全自治体が参加をし

て実施される県下一括登録制度に移行することに伴い、氷川町下水道条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第１７号から議案第２１号までは、平成２３年度一般会計及び特別会計の補

正予算でありまして、一般会計及び特別会計ともにそれぞれ過不足が生じておりま

すので、補正をお願いするものであります。なお、一般会計補正予算における増額

補正は、国の４次補正予算に伴う農地費の農業体質強化基盤整備促進事業及び地方

交付税及び税収の伸びによる財政調整基金積立金に関わる予算計上でございます。 

 議案第２２号は、平成２４年度氷川町一般会計予算でありまして、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ５６億４,６１６万７,０００円とするものでございます。 

 歳入面では固定資産税の減収が予想されるものの、地方税法の改正に伴い個人住

民税、町たばこ税の伸びが見込めるため、町税が前年度より３,４００万円の増

額、地方交付税は前年度より１億３,０００万円の増加を見込みました。国県支出

金は約１億６,６００万円の減額を見込み、町債も前年度より３,９９０万円を減額

といたしました。 
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 全体の点として財政調整基金からの繰入れを前年度に比べ２億３,６００万円を

増額したところであります。 

歳出では衛生費で前年度より１億２,５００万円の増額でありまして、国民健康

保険特別会計への繰出金、後期高齢者広域連合市町村負担金及び八代生活環事務組

合負担金の増額に伴うものであります。土木費で前年度より約２億１,７００万円

の増加であります。道路維持補修、新設改良費、スマートインターチェンジ関連事

業及び宅地開発事業特別会計繰出金の増額に伴うものであります。消防費及び教育

費も前年度よりそれぞれ２,２００万円の増額を行いました。一方、それぞれ前年

度に比べ議会費で９００万円の減額、総務費で４,２００万円の減額、民生費で６,

５００万円の減額、農林水産業費で２,７００万円の減額、公債費で３,９００万円

の減額といたしました。 

 歳入の主な予算は、町税の８億３,９３７万円、地方交付税２７億２,０００万

円、国庫支出金５億６,１０５万円、県支出金３億６,８３８万８,０００円、繰入

金３億１８８万６,０００円、町債の３億８,８６０万円でございます。 

 歳出の主な予算は、総務費１２億１,４８４万８,０００円、民生費１１億９,５

１１万６,０００円、衛生費９億８,１６８万１,０００円、土木費８億１,４２４万

６,０００円、公債費５億４,４２１万６,０００円でございまして、対前年比３.７

％の伸びといたしました。 

 議案第２３号は、平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計予算でありまして、

歳入歳出総額をそれぞれ１９億９,１５４万１,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算として、国民健康保険税４億４,５５９万８,０００円、国庫支出

金５億８,７９６万１,０００円、繰入金２億１,４７７万円であります。 

 歳出の主な予算は、保険給付費１２億４,９５８万９,０００円、後期高齢者支援

金等２億４,９０７万８,０００円、共同事業拠出金２億８,３２０万４,０００円

で、対前年度比６.３％の伸びといたしました。 

 議案第２４号は、平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算でありまし

て、歳入歳出総額それぞれ１億４,８０９万６,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算として、後期高齢者医療保険料１億５７万３,０００円でござい

ます。繰入金４,３８１万５,０００円。 

 歳出の主な予算は、後期高齢者医療広域連合納付金１億４,４１０万５,０００円

でございまして、前年度とほぼ同額の予算であります。 

 議案第２５号は、平成２４年度氷川町介護保険特別会計予算でありまして、歳入

歳出総額それぞれ１２億５,３５３万円とするものでございます。 

 歳入の主な予算として保険料２億９５６万８,０００円、国庫支出金３億２,９７
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５万８,０００円、支払基金交付金３億４,９７８万８,０００円で、歳出の主な予

算は保険給付費１２億８１５万４,０００円でございまして、対前年比４.１％の伸

びといたしました。 

 議案第２６号は、平成２４年度氷川町下水道事業特別会計予算でありまして、歳

入歳出総額それぞれ８億４,１８５万５,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算として使用料及び手数料１億１,１３７万２,０００円、国庫支出

金１億５,４７５万円、繰入金３億９５２万３,０００円、町債２億４,０３０万円

で、歳出の主な予算は公共下水道事業費４億８,６５５万９,０００円、公債費３億

５,２３４万円でございます。対前年度比で６.２％の伸びでございます。 

 議案第２７号は、平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算でありまして、

歳入歳出総額それぞれ４,０１４万４,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算として繰入金３,８３８万４,０００円で、歳出の主な予算は公債

費３,９４２万２,０００円でございます。対前年度比２.３％の減としておりま

す。 

 以上、簡単に説明を申し上げましたけれども、具体的な内容につきましては担当

課長に説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なるご決定をいただ

きますようお願いを申し上げまして施政方針並びに提案理由の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（笠原良一君） ここで１０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５７分 

再開 午前１１時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから議案第８号から議案第２７号までを一括で総務財政課長及び担当課長の

説明を求めます。要点を踏まえ簡潔に説明をお願いします。 

 総務財政課長。８号から１７号までですね。 

○総務財政課長（河崎澄男君） それでは議案第８号、氷川町竜北公園条例の制定につ

いて。 

 氷川町竜北公園条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の

規定により、議会の議決を求める。 

 提案理由です。氷川町竜北公園の使用料を徴収するため条例を制定する必要があ

ることから上程するものであります。 

 竜北公園の開設に当たっては、現行の氷川町公園条例で対応してきましたが、屋
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外照明や放送設備等の施設の拡充に伴い、使用料を徴収する必要があるため条例を

制定するものです。 

 この条例は４月１日から施行いたします。 

 議案第９号、氷川町課設置条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町課設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、機構改革に伴い条例の一部を改正する必要があることから上程するも

のであります。 

 改正の内容は、総務課事務分掌に広報及び広聴に関することを加えるものでござ

います。 

 この条例は４月１日から施行いたします。 

 議案第１０号、氷川町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するた

め、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、氷川町委員の名称変更に伴い、条例の一部を改正する必要があること

から上程するものであります。 

 改正の内容は、別表中、体育指導委員の項をスポーツ推進委員の項に改めるもの

でございます。 

 この条例は４月１日から施行いたします。 

 議案第１１号、氷川町地域福祉基金条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町地域福祉基金条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、平成２２年度住民生活に光をそそぐ交付金の繰出し、基金取り崩しの

ために条例の一部を改正する必要があることから上程するものであります。 

 この条例は公布の日から施行する。 

 議案第１２号、氷川町税条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第

９６条第１項の規定により議会の議決を求める、 

 提案理由、地方税法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要があることから上

程するものであります。 

 改正の主な内容は、たばこ税の税率改正、退職所得にかかる住民税の控除廃止、

東日本大震災にかかる雑損控除額等の特例の一部改正、個人町民税の税率の特例を

新設するものであります。 

 この条例は４月１日から施行する。 
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 議案第１３号、氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、第１号被保険者保険料の改定に伴い、条例の一部を改正する必要があ

ることから上程するものであります。 

 改正の内容は、平成２４年度から２６年度までの第５期氷川町介護保険事業計画

に基づき、第１号被保険者保険料の改定を行うものです。 

 この条例は４月１日から施行いたします。 

 議案第１４号、氷川町公園条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、氷川町竜北公園条例の制定にあたり、条例の一部を改正する必要があ

ることから上程するものであります。 

 改正の内容は、表中、竜北公園それから竜北公園憩いの広場の項を削除する。 

 この条例は４月１日から施行する。 

 議案第１５号、氷川町営住宅条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町営住宅条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 提案理由、公営住宅法及び公営住宅法施行令の改正に伴い条例の一部を改正する

必要があることから上程するものであります。 

 改正の内容は、公営住宅法及び公営住宅法施行令の入居資格の改正が行われたこ

とに伴う改正であります。 

 この条例は４月１日から施行する。 

 議案第１６号、氷川町下水道条例の一部を改正する条例について。 

 氷川町下水道条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 改正の内容は、自治体の業務省力化と責任技術者の登録負担軽減を図ることを目

的に、現行の町への登録制度から県下全市町村が参加した一括登録制度へ移行する

ために条例の一部を改正するものでございます。 

 この条例は４月１日から施行する。 

 以上、条例改正につきましての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） はい。次、１７。 

○総務財政課長（河崎澄男君） 議案第１７号、平成２３年度氷川町一般会計補正予算

（第７号）について。 
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 平成２３年度氷川町一般会計補正予算（第７号）を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５,１３１万９,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億６,３４０万５,０００円と

する補正予算でございます。 

 第２条、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許

費」による。 

 第３条、地方債の補正は、「第３表 地方債補正」による。 

 まず、歳入からご説明いたします。予めお断りしておきたいと思いますが、増減

額の大きな目、それから新規の事業等を中心に説明いたしたいと思いますので、省

略する項目がありますがご了承いただきたいと思います。 

 １０ページお開き願いたいと思います。第５款、町税、第５項、町民税、第５

目、個人の５節、現年課税分所得割の１,６５０万円の増額は、当初景気悪化に伴

った所得の大幅な低下を見込んでおりましたが、見込みよりも低下が少なかったた

めに増額補正するものでございます。第１０項、固定資産税、第５目、固定資産税

６７０万円の増額補正は、家屋調査の結果、当初の見込みよりも大きくなったため

でございます。 

 次に、１１ページ、第２０項、町たばこ税、第５目、町たばこ税の１,８００万

円の増は値上げによる増額が主な理由でございます。 

 １２ページ、第３０款、地方消費税交付金、第５目、地方消費税交付金９６３万

８,０００円の増額補正は、消費税のうち地方交付分が当初見込みよりも多く交付

されたためで、増額するものでございます。 

 １３ページ、第４０款、地方特例交付金、第５目、地方特例交付金６８４万円の

増額補正は、恒久的な減税の影響により地方の減収を補填する交付金でありまし

て、当初見込みよりも多く交付されたので増額するものであります。第４５款、地

方交付税、第５目、地方交付税１億７,０１２万２,０００円の増額は、交付税の決

定額によるものでございます。 

 １４ページ。第５５款、分担金及び負担金、第１０項、負担金、第５目総務費負

担金５１５万３,０００円は、熊本県後期高齢者医療広域連合に職員１名を派遣し

ておりますので、人件費にかかる広域連合の負担金でありまして、年間の精算を今

回予算計上するものでございます。 

 次に１６ページ、第６５款、国庫支出金、第５項、国庫負担金、第５目、民生費

国庫負担金の各節負担金はいずれも実績による減額増額補正ですが、第４５節、子
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ども手当負担金３,５２５万５,０００円の減額は法改正によるものでございます。 

 １７ページ、第６５款、国庫支出金、第１０項、国庫補助金、第２０目、農林水

産業国庫補助金のうち農業体質強化基盤整備促進事業補助金２億５,４２５万円の

増額補正は若洲地区の客土、暗渠等の事業費補助金でありまして、国の４次補正で

認められたため、今回補正をお願いするものでございます。第２５目、土木費国庫

補助金のうち社会資本整備総合交付金１億３,８０４万７,０００円の減額補正はス

マートインターチェンジアクセス道路改良に要する交付金でありまして、交付決定

額に合わせて減額するものでございます。 

 ２０ページ、第７０款、県支出金、第１０項、県補助金、第２０目、農林水産業

費県補助金８５８万９,０００円の減額補正は農業関係各種補助金、交付金の執行

残を減額補正するものでございます。 

 ２２ページ、第７５款、財産収入、第１０項、財産売払収入、第５目、土地建物

等売払収入１８６万９,０００円の増額補正は、所有地及び水路の払い下げによる

収入を計上したものでございます。 

 次に２４ページ、第９９款、町債、第１５目、農林水産業債１,２３０万円の増

額補正は和鹿島地区海岸保全事業負担金に対するもの２１０万円、下宮地区及び柳

の江地区整備事業にかかるもの１,０２０万円であります。第２０目、土木債６,７

２０万円の減額補正は先ほど国庫補助金の社会資本整備総合交付金で説明いたしま

したように、スマートインターチェンジアクセス道路改良に対する起債でありまし

て、交付決定額に合わせて減額するものでございます。第３０目、教育債９,１４

０万円の減額補正は竜北東小校舎耐震・大規模改造事業における仮設校舎が起債対

象外であったことから、その仮設校舎にかかる起債を減額するものであります。 

 以上で、歳入についての説明を終わります。 

 続きまして、２５ページからの歳出につきましてご説明申し上げます。 

 なお、３月定例議会に提案いたします歳出の補正予算につきましては、入札残や

実績に伴った減額や追加補正が主でございますので、補正額が多いところ、また国

県の補助事業は歳入と説明が重複いたしますが、主だったところのみの説明をさせ

ていただきますので、ご了承願いたいと思います。 

 ２５ページ、第１０款、総務費、第５項、総務費管理費、第５目、一般管理費、

２節の給料１,７７８万８,０００円の減額につきましては、副町長の給料分と育児

休業職員５名分の給料であります。３節、職員手当等で各手当減額しておりますの

は、２節の給料で説明いたしました同理由であります。退職手当組合特別負担金

１,１５３万２,０００円の増額補正につきましては、２名の職員の退職に伴う特別

負担金でございます。 
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 ２６ページ、１９節、負担金補助及び交付金、地方バス対策補助金３３７万９,

０００円の減額補正でございますが、毎年１０月から翌年の９月までが年間精算の

対象でございまして、路線の見直しや減便等で前年に比べて低く請求があったため

に減額するものでございます。 

 ２９ページ、第３０目、電子計算費の１８節、備品購入費の減額は入札残を予算

減額するものでございます。第５０目、財政調整基金、２５節、積立金は２億２,

７４７万５,０００円を基金に積み立てます。 

 ３２ページ、第１５款、民生費、第５項、社会福祉費、第１０目、老人福祉費、

２８節、繰出金２３９万円は介護保険特別会計への繰出金です。 

 次に、３４ページ、第１０項、児童福祉費、第１０目、児童措置費、２０節の扶

助費３,５３５万３,０００円の減額は子ども手当の減額でありまして、歳入の民生

費国庫負担金で説明いたしましたが、法改正によるものでございます。第１５目、

保育所費、１９節、負担金補助及び交付金における保育所運営費補助金１４８万

３,０００円の増額は、町内広域私立保育所における０歳児が増加したことが主な

要因でございます。ほかの補助金につきましては実績に伴うもので減額補正するも

のであります。 

 ３７ページ、第２０款、衛生費、第５項、保健衛生費、第１０目、予防費、１

３、節委託料の５００万９,０００円の減額につきましては、健診委託料３月末ま

での支出見込みによる減額であります。 

 ３８ページ、第２０目、環境衛生費、１９節、負担金補助及び交付金、合併浄化

槽設置整備事業補助金４８７万２,０００円の減額は、浄化槽設置補助金申込者が

なかったことから減額補正するものでございます。 

 ３９ページ、第２５款、農林水産業費、第５項、農業費、第１０目、農業振興

費、１９節の負担金補助及び交付金でい草畳表生産体制強化緊急対策事業４０２万

３,０００円の減額につきましては、ハーベスター等農機具の希望が少なかったた

め減額するものでございます。その他各事業補助金の減額につきましては、県補助

金を得て経営体が行う事業でありまして、入札残及び執行残でございます。 

 ４０ページから４１ページにかけてでございます。第２５目、農地費２億６,３

３６万９,０００円の増額補正につきましては、１３節の委託料それから１５節の

工事請負費に説明しております下宮地区ゲート改修工事、柳の江地区排水路改修工

事にかかる設計委託料と工事請負費合わせて２,２５０万円、１９節、負担金補助

及び交付金、農業体質強化基盤整備促進事業補助金２億４,３００万円、これは若

洲地区における客土、暗渠に要する事業費補助金でありまして、合計２億６,５５

０万円を計上しておりますが、採択申請していたもので国の４次補正で認められた
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ため今回予算計上するものでございます。 

 ４５ページ、第３５款、土木費、第５項、土木管理費、第１５目、道路新設改良

費、１３節の委託料５５９万５,０００円の減額は、入札残でございます。１７

節、公有財産購入費９,２９１万６,０００円の減額のうち町道吉本本山線道路改良

用地購入費９,１００万円の減及び２２節、補償補填及び賠償金、道路改良事業補

助金７,９００万円の減はスマートインターチェンジアクセス道路に関する予算で

ありまして、補助金交付決定額にあわせて減額するものでございます。２０目、橋

りょう新設改良費、１３節、委託料４,１２０万円の減及び４６ページ、１９節、

負担金補助及び交付金６００万円の増は、スマートインターチェンジアクセス道路

橋りょう工事下部工にかかる予算の減と増でありまして、交付金事業の進め方の変

更によるものでございます。 

 次に４８ページ、第４５款、教育費、第５項、教育総務費、第１０目、事務局

費、２１節の貸付金は奨学資金貸付金でありまして、借り手が少なかったことから

１７４万円を減額するものでございます。 

 次に５０ページ、第１０項、小学校費、第５目、学校管理費、１８節、備品購入

費２０５万８,０００円の減額は３小学校入札残の合計でございます。 

 ５１ページ、第２０項、社会教育費、第５目、社会教育総務費、８節、報償費、

学校支援地域本部事業１１５万５,０００円の減額補正は、コーディネーターに要

する補助金の見直しによって減となったものでございます。 

 ５６ページ、給与費明細書以降につきましては説明を省略いたします。 

 以上で一般会計補正予算についての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 次は健康福祉課長。１８から２０ですね。 

○健康福祉課長（浅山正代君） 議案第１８号、平成２３年度氷川町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）について説明いたします。 

 平成２３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござ

います。次のページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億２,０８６万８,０００円とするものです。 

 歳出、１０ページをお願いします。 

 ５款、総務費、５項、総務管理費、５目、一般管理費、１１節、需用費１０万

９,０００円につきましては、７０歳以上の患者の窓口負担の軽減制度が継続によ

りまして保険証等の印刷費を計上しております。１３節、委託料、レセプト点検委

託料６０万円につきましては、入札残による減額補正です。１０目、連合会負担
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金、１９節、負担金補助及び交付金２９万７,０００円につきましては、国保総合

システム稼働の延伸に伴う分担金であります。 

 次のページ、１１ページをお願いします。１０款、保険給付費、５項、療養諸

費、５目、一般被保険者療養給付費、１９節、負担金補助及び交付金３,５００万

円につきましては、診療報酬につきまして実績及び３月までの見込みにより不足額

を計上しております。１０目、退職被保険者等療養給付費、１９節、負担金補助及

び交付金９００万円につきましても対象者の増もありまして、不足額を計上してお

ります。 

 １０款、保険給付費、１０項、高額療養費、５目、一般被保険者高額療養費、１

９節、負担金補助及び交付金２４０万円につきましても１０ヶ月の実績並びに３月

までの見込みによりまして増額しております。 

 次のページをお願いします。１０款、保険給付費、２０項、出産育児諸費、５

目、出産育児一時金、１９節、負担金補助及び交付金１８０万円の減額につきまし

ては、２月時点で１８人の実績でありまして、残予算８名分を見込んで減額してお

ります。１０款、保険給付費、２５項、葬祭諸費、５目、葬祭費、１９節、負担金

補助及び交付金２４万円の減額です。２月時点で１７人の実績であり、残予算７名

分を見込んで減額をしております。 

 ２５款、共同事業拠出金、５項、共同事業拠出金、５目、高額医療費拠出金、１

９節、負担金補助及び交付金７２４万９,０００円の減額です。７目、保険財政共

同安定化事業拠出金、１９節、負担金補助及び交付金３,３４２万円の減額をして

おりますが、この二つにつきましては市町村国保の拠出にかかる県全体での共同事

業にかかる拠出金でありまして、国保連合会の決定に基づく減額をしております。 

 １３ページ、３０款、保健事業費、３項、特定健康診査等事業費、５目、特定健

康診査等事業費、１１節と１３節につきましては特定健診にかかる事業の実績によ

る減額をしております。３０款、保健事業費、５項、保健事業費、５目、保険給付

費、１９節、負担金補助及び交付金４０万円の減額をしております。申請件数の減

によるものです。１０目、保健衛生普及費、７節の賃金から１３節の委託料までヘ

ルスアップ事業不用分を計上しております。 

 歳入の６ページをお願いします。１５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５

目、療養給付費等負担金、５節、現年分３９０万４,０００円の減額につきまして

は、変更申請による補正になります。１０目、高額医療費共同事業負担金１７６万

６,０００円の減額につきましても国保連合会からの確定に基づく減額をしており

ます。１５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、５目、財政調整交付金、５節、

普通調整交付金２,５００万円の減額につきましては見込みによる変更申請に基づ
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く減額をしております。２０目、高齢者医療円滑運営補助金、５節、高齢者医療円

滑運営補助金３５万円につきましては、歳出で説明いたしました７０歳以上の窓口

負担軽減制度継続に伴う事務費分を計上しております。２０款、療養給付費交付

金、５項、療養給付費交付金、５目、療養給付費交付金、現年度分につきまして

３,６１９万４,０００円の増額補正につきましては、退職被保険者療養給付費の確

定額に基づく増額をしておりまして、対象者の増が原因となっております。県支出

金、県負担金につきましては、国庫と同額の減額をしております。２５款、県支出

金、１０項、県補助金、５目、財政調整交付金、１０節、特別調整交付金１,８０

０万円の減額につきましては、見込みによる変更申請による減額をしております。 

 次のページをお願いします。３０款、共同事業交付金、５項、共同事業交付金、

５目、共同事業交付金、５節、高額医療費共同事業交付金５２２万９,０００円に

つきましては、確定額に基づく増額をしております。１０目、保険財政共同安定化

事業交付金、５節、保険財政共同安定化事業交付金２,０６８万９,０００円の減額

につきましても確定に基づく減額となります。 

 ４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５目、一般会計繰入金、１０節、保険

基盤安定繰入金４５万３,０００円につきましては、確定額に基づく増額でありま

す。２０節、出産育児一時金繰入金４５万３,０００円の減額は対象者の減による

減額をしておりますが、１０節の保険基盤安定事業費確定に伴いまして、一般会計

繰入金増額分のみ調整をし、確定により精算をするものです。 

 ４５款、繰越金、５項、繰越金、５目、療養給付費交付金繰越金、５節、療養給

付費交付金繰越金８７０万円につきましては、退職療養費の歳出補正額を調整して

おります。１０目、その他繰越金、５節、その他繰越金２,２７４万８,０００円に

つきましてはその他歳出補正額分を計上しております。 

 ９ページの５０款、諸収入、５項、延滞金加算金及び過料、５目、一般被保険者

延滞金につきましては実績による増額をしております。 

 以上で説明を終わります。 

 議案第１９号、平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について説明いたします。 

 平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を別紙のとおり

定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 次のページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

４８０万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,３

０８万９,０００円とするものです。 
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 最終のページの８ページをお願いします。１０款、後期高齢者医療広域連合納付

金、５項、後期高齢者医療広域連合納付金、１９節、負担金補助及び交付金１９７

万７,０００円の減額につきましては、現年度保険料の調定減と滞納繰越分保険料

の増額によりまして減額補正をしております。１５款、保健事業費、５項、健康保

持増進事業費、５目、健康診査費、１１節から１３節までにつきましては健診事業

実績に伴う減額をしております。 

 歳入の６ページをお願いします。５款、後期高齢者医療保険料、５項、後期高齢

者医療保険料、５目、特別徴収保険料、５節、現年度分６７５万６,０００円の減

額。１０目、普通徴収保険料、５節、現年度分４１０万７,０００円の増額です。

調定額に伴う補正をしております。２０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５

目、事務費繰入金、５節、事務費繰入金２５万６,０００円の減額につきまして

は、後期高齢者の繰越金で対応するため、減額をしております。 

 ７ページ、３０款、諸収入、２０項、受託事業収入、５目、後期高齢者医療広域

連合受託事業収入、５節、健診事業収入２６９万円の減額につきましては、後期高

齢者広域連合の受託事業の収入について、全額交付されるもので、歳出で説明しま

した健診の実績に基づき減額をしております。 

 以上で説明を終わります。 

 議案第２０号、平成２３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て説明します。 

 平成２３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定める

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。 

 次のページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

５,４６０万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億

８,２０７万７,０００円とするものです。 

 歳出、９ページをお願いします。 

 ５款、総務費、５項、総務管理費、５目、一般管理費、１３節、委託料３８４万

３,０００円につきましては、平成２４年度介護保険報酬改定等に伴うシステム改

修の委託料を計上しております。５款、総務費、１５項、介護認定審査会費、５

目、認定調査費、１３節、委託料９３万５,０００円につきましても、同様に認定

審査会システム改修の委託料を計上しております。このシステム改修にかかる費用

につきましては、国と町で２分の１の負担となります。１０款、保険給付費、５

項、介護サービス等諸費、５目、介護サービス等諸費、１９節、負担金補助及び交

付金６,０９２万１,０００円の減額につきましては、実績見込みにより減額であり
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まして、地域密着型サービスが約３,０００万円、施設介護サービス約３,０９２万

１,０００円の減額をしております。 

 次のページをお願いします。１０款、保険給付費、２３項、高額医療合算介護サ

ービス等費、５目、高額医療合算介護サービス等費、１９節、負担金補助及び交付

金１３３万４,０００円につきましては、実績による増額をしております。 

 歳入の６ページをお願いします。５款、保険料、５項、介護保険料、５目、第１

号被保険者保険料、１０節、現年度分普通徴収保険料１０３万円の減です。１５

節、滞納繰越分普通徴収保険料１６万４,０００円です。実績見込みにより増減を

しております。１５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５目、介護給付費負担

金、５節、現年度分２,０３６万２,０００円の減額につきましては、変更申請によ

る減額でありまして、歳出給付費の減であります。１５款、国庫支出金、１０項、

国庫補助金、５目、調整交付金、５節、現年度分調整交付金７４６万９,０００円

につきましては、第１号被保険者の所要額見込みによる増額をしております。１５

目、事業費補助金、５節、現年度分２３８万８,０００円につきましては、平成２

４年度の介護報酬改定に伴うシステム改修、歳出の２分の１の補助を計上しており

ます。 

 次のページの２０款、支払基金交付金、５項、支払基金交付金、５目、介護給付

費交付金、５節、現年度分３,２４３万３,０００円の減額につきましては、第２号

被保険者の介護納付金にかかる社会保険診療報酬支払基金からの交付金３０％分の

実績による減額をしております。２５款、県支出金、５項、県補助金、５目、介護

給付費負担金、５節、現年度分１,３７８万６,０００円の減額につきましても国と

同じく変更申請による減額をしております。 

 次のページをお願いします。４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、１０目、

その他一般会計繰入金、５節、事務費繰入金２３９万円につきましては、介護報酬

改定に伴うシステム改修の町負担分２分の１を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 建設下水道課長、２１号お願いします。 

○建設下水道課長（森田寿也君） 議案第２１号、平成２３年度氷川町下水道事業特別

会計補正予算（第４号）について説明いたします。 

 平成２３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第４号）を別紙のとおり定め

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 予算書を開けていただきまして、１ページをご覧下さい。第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１２７万１,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ総額
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７億９３８万７,０００円とする補正でございます。 

 歳出よりご説明いたします。７ページを開けてご覧ください。 

 ５款、公共下水道事業費、５項、公共下水道事業費、５目、総務管理費、２節、

給料、３節、職員手当等の職員の給与関係につきましては、給与改定に伴う７万

５,０００円と制度改正に伴う２９万６,０００円の３７万１,０００円の減額補正

でございます。１３節、委託料の下水道台帳更新業務委託料で入札に伴う７３万

５,０００円の執行残及び１４節、使用料及び賃借料の情報管理システムリースの

更新を行いませんでしたのでリース料の１２万８,０００円の減額。１９節、負担

金及び交付金で負担金の日本下水道協会負担金、九州支部負担金、県支部負担金の

額が確定いたしましたので、１万１,０００円の減額並びに１２目、公共下水道維

持費、１３節、委託料で八代北部流域下水道の流域流入水質調査委託料の執行残２

万６,０００円の、歳出総額１２７万１,０００円の減額補正でございます。 

 続きまして、歳入のご説明をいたします。６ページを開けてご覧下さい。 

 ２５款、繰越金、５項、繰越金、５目、繰越金につきましては、下水道事業費の

確定によります１２７万１,０００円の減額補正でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○議長（笠原良一君） 総務財政課長。 

○総務財政課長（河崎澄男君） 議案第２２号、平成２４年度氷川町一般会計予算につ

いて。 

 平成２４年度氷川町一般会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治法第９６

条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 予算書を開けていただきまして、１ページ。第１条、歳入歳出の総額は歳入歳出

それぞれ５６億４,６１６万７,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 債務負担行為それから第２条以降の説明は省きます。 

 ２ページ、第１表、歳入歳出予算。歳入につきましては款項ごとの説明は省略さ

せていただきまして、金額と前年度との比較を申し上げます。なお、９ページには

事項別明細書、前年度比較をしておりますので、合わせてご覧いただきたいと思い

ます。 

 第５款、町税８億３,９３７万円を計上しております。前年度比較３,４７２万円

の増を見込んでいます。税ごとの区分はご覧のとおりですが、町民税、軽自動車

税、町たばこ税は増額としております。 

 第１０款、地方譲与税８,１００万円、前年度比較２００万円の減です。第１５
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款、利子割交付金２００万円、前年度比較１００万円の減です。第２０款、配当割

交付金５０万円、前年度同額です。第２５款、株式譲渡所得割交付金１０万円、前

年度同額です。第３０款、地方消費税交付金８,５００万円、前年度同額です。第

３５款、自動車所得税交付金１,０００万円、前年度比較５００万円の減です。第

４０款、地方特例交付金６００万円、前年度比較４００万円の減です。第４５款、

地方交付税２７億２,０００万円、前年度比較１億３,０００万円の増を見込んでお

ります。第５０款、交通安全対策特別交付金２００万円、前年度同額です。第５５

款、分担金及び負担金７,３５７万１,０００円、前年度比較８２４万４,０００円

の増です。第６０款、使用料及び手数料９,０９８万６,０００円、前年度比較３９

２万１,０００円の増です。第６５款、国庫支出金５億６,１０５万円、前年度比較

３,９０８万２,０００円の減でありますが、負担金、補助金、委託金全項目で減で

ありますが、項ごとの金額はご覧のとおりでござます。 

 第７０款、県支出金３億６,８３８万８,０００円、前年度比較１億２,７３６万

５,０００円の減額でありますが、負担金補助金それから委託金全項目減でありま

す。項ごとの金額はご覧のとおりでございます。 

 第７５款、財産収入６５９万円、前年度比較２２万円の増です。第８０款、寄附

金２０万円、前年度同額です。第８５款、繰入金３億１８８万６,０００円、前年

度比較２億３,６０８万７,０００円の増額は、財政調整基金繰入金が主な理由でご

ざいます。第９０款、繰越金８,２９２万８,０００円、前年度比較８６７万８,０

００円の増です。第９５款、諸収入２,５９９万８,０００円、前年度比較８３万円

の増でございます。第９９款、町債３億８,８６０万円、前年度比較３,９９０万円

の減であります。 

 歳出につきましては、皆様方の手元に配布しております各課の主要事業計画一覧

表のうち、新規事業を中心にご説明いたしたいと思います。 

 まず、３４ページをお開き願いたいと思います。第５款、議会費は６,７３９万

９,０００円で９３９万４,０００円の減であります。これは議員共済給付費負担金

の負担率が年々減少していくことによるものでございます。 

 次に３５ページ、第１０款、総務費、第５項、総務管理費、第５目、一般管理費

１０億６,７７８万８,０００円、前年度比１,８０８万２,０００円の減でありま

す。これは制度改正に伴う子ども手当の減２７４万３,０００円。庁務手等民間委

託３３名の４ヶ月間のクーリング期間をとる必要がありまして、この間賃金扱いと

したために、１,４２１万６,０００円の減。地方バス対策補助金、路線の見直しや

減便等で１４５万１,０００円の減が主な要因でございます。 

 ３９ページ、第１０目、財産管理費３６６万８,０００円の増であります。これ
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は次のページ、４０ページ、１５節、工事請負費３５０万円を計上しておりますが

本庁舎に引き込む電気高圧線ケーブルの老朽化に伴う改修工事費でございます。 

 次に４２から４３ページ、第１５目、企画費４７８万８,０００円の増でありま

す。主要事業計画一覧、総務振興課ですけども、申し訳ございません、ちょっと私

がページを打っておりませんので、見にくいかと思います。後ろの方から４枚目に

なります。総務振興課をご覧いただきたいと思います。ただいま申し上げました主

要事業一覧とそれから予算の方を見ていただきたいと思います。一つ、総合振興計

画見直しに要する経費、これは印刷製本費それからアドバイザー委託料等でござい

まして、２６２万８,０００円。２つ目に大空町友好１０周年記念事業、これは旅

費等でございます。１２８万６,０００円。それから３つ目に、氷川町キャッチフ

レーズ普及事業、看板張り替え等でございまして、８５万６,０００円を計上して

おります。 

 次に４６ページ、第３０目、電子計算費１,６２４万５,０００円の減であります

が、これは昨年度情報系ネットワークシステムサーバー機器を購入したために増額

となっていたものでございますが、本年度は通常の予算となったために前年度比較

で減となったものでございます。 

 ５２ページをお開き願いたいと思います。第１５項、戸籍住民基本台帳費、第５

目、戸籍住民基本台帳費８９５万３,０００円の減は、昨年住基法の改正に伴うシ

ステム改修を行ったためでございます。 

 ５４ページから５５ページにかけてでございます。第２０項、選挙費、第２０

目、農業委員会選挙費４０９万４,０００円、第４５目、不知火海区漁業調整委員

選挙費９２万６,０００円につきましては、本年度予定されております選挙に要す

る経費でございます。 

 ６１ページ、第１５款、民生費、第５項、社会福祉費、第１０目、老人福祉費

５,１８０万７,０００円の減は、昨年度介護基盤緊急整備特別対策事業補助金、介

護施設整備に要する県費補助金を受けての事業でございまして、これが今年度は予

定されていないことからの主な理由でございます。 

 ６３ページ、第１５目、障害者福祉費２,１７９万１,０００円の増は、これは次

のページですけれども、６４ページ、２０節、扶助費のなかの障害福祉サービス費

等１億７,９６３万３,０００円にかかるものでございまして、施設入所者の自立支

援給付について制度改正に伴う県移譲分２,２４３万３,０００円が増額の主な要因

でございます。 

 ６５ページ、第１０項、児童福祉費、第１０目、児童措置費５,５７１万２,００

０円の減は、子ども手当制度改正に伴うものでございます。内容は主要事業一覧
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の、これは町民環境課、前の方から２ページになります。町民環境課の子ども手当

の欄に記載しておりますとおりでございます。 

 ６９ページ、第１９節、負担金補助及び交付金のなかで保育所運営費補助金３億

６,４９３万８,０００円につきましては、主要事業一覧のただ今申し上げました町

民環境課の一番上にありますが、ここで金額のご訂正をお願いしたいと思います。

事業費の２億６,７２２万９,０００円とありますが、ここが３億６,４９３万８,０

００円でございまして、ご訂正をお願いいたします。３億６,４９３万８,０００円

です。内容につきましては、記載しておりますとおりでございますので、説明を省

略したいと思います。なお、町負担率は４分の１でございます。 

 次に７１ページ、第１５項、福祉センター費、第１０目、竜北福祉センター費

１,８９７万９,０００円の増につきましては、１３節、委託料の中で保健福祉セン

ター管理委託料でございまして、１,３０７万２,０００円が主な理由でございま

す。これは派遣職員から社協の直接雇用に切り替え、管理委託料とすることで町の

かかる経費の節減をはかったものでございます。 

 次に７３から７４ページにかけてです。第２０款、衛生費、第５項、保健衛生

費、第５目、保健衛生総務費８,４８４万３,０００円の増につきましては２８節、

繰出金、国民健康保険特別会計への繰出金増が主な理由でございます。第１０目、

予防費６７１万４,０００円の増につきましては、１２節、役務費、予防接種料の

増額が主な理由でございまして、インフルエンザ予防接種、助成対象年齢を１歳か

らに拡大するということになります。主要事業一覧で健康福祉課の２枚目の一番下

に説明をしております。また子宮頸がん等ワクチン接種につきましては、同じく主

要事業一覧の３枚目の一番上で説明をしております。説明を省略いたします。 

 次に、７６から７７ページ、第１５目、母子保健費、１３節、委託料の中で妊婦

健康診査委託料８９６万５,０００円を計上しておりますが、今年度診査実施回数

を増やしております。なお主要事業一覧では健康福祉課の３枚目で説明をしていま

す。 

 それから７７から７８ページについてでございます。第２０目、環境衛生費、１

９節、負担金補助及び交付金で新規事業として住宅用新エネルギー等導入促進事業

費補助金２５０万円を計上しております。これは太陽光発電等施設整備補助金交付

申請者に対して補助をするものでございます。 

 ８２ページ、第２５款、農林水産業費、第５項、農業費、第５目、農業委員会費

につきましては主要事業一覧の農業委員会、これは後ろから５枚目にございますけ

れども、横に広い一覧になっております、ここで記載しておりますので説明を省略

いたします。 
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 ８２ページ、第１０目、農業振興費、前年度比較２,０８５万８,０００円の減に

つきましては、昨年度熊本県ふるさと雇用再生特別基金事業を利用いたしまして、

特産品を活かした地域ブランド商品の開発及び販路開拓事業委託に対する経費を上

げていましたが、今年度なくなったことが要因であります。本年度の主要事業は一

覧表の前から７枚目になります。申し訳ありません、ページ付けとけばよかったん

ですけども、農業振興課の一覧表に記しています。新規事業といたしましては、農

業振興協議会事業の中の保育所等畳表需要拡大事業４８万３,０００円、それから

予算書のページが飛びますが、これは９０ページ、第４０目、物産館費、第１８

節、備品購入費、物産館施設整備事業としてポス及び経理システム改修、トイレの

洋式化に８３８万円を予定しております。 

 続きまして８５ページ、第２５目、農地費につきましては、８７ページ、１５

節、工事請負費、西野津地区排水路改修工事、薩摩磧公園トイレ改修工事、網道地

区幹線排水路浚渫工事を予定しております。主要事業一覧につきましては、今の農

業振興課の次のページ、農地整備課のところで説明をしております。ここに説明し

ております柳の江地区排水路改修事業及び下宮地区ゲート改修事業は２３年度繰越

事業でございます。 

 ８８から８９ページ、第３５目、地籍調査事業費５,４８４万３,０００円、前年

度比較１,６２４万円の減でありますが、２４年度は吉本・高塚地区の測量及び大

野地区の一部、野津、河原地区の一筆調査を予定しております。主要事業一覧の一

番上に記載しておりますが、事業目的、事業内容等の数値の訂正をお願いしたいと

思います。この事業計画一覧の中で、事業目的の２行目です。平成２３年度末で約

８２％の進捗率という数値を記載しております。これは、これを８６％に訂正して

頂きたいというふうに思います。 

 次に９２ページでございます。第３０款、商工費、第５項、商工費、第１０項、

商工業振興費、１９節の負担金補助及び交付金の中の住宅リフォーム促進事業補助

金１,０００万円につきましては、主要事業計画一覧の、これは後ろから３枚目に

なりますけれども、上から３番目、記載しておりますとおり新規事業でございまし

て、住宅のリフォームに対して補助金を支出するものでございます。このほか販売

戦略商工会補助金１６１万円、経営革新等推進特別事業補助金５０万円を新規事業

として計上しておりますが、事業内容につきましては主要事業一覧に記載しており

ますので、説明は省略いたします。 

 ９３ページ、第２０目、竜北公園費は新設目でございまして、これまで総務費の

中にありましたウォーキングセンター費を廃目いたしまして、商工費の中に新設し

たものでございます。予算の内訳は変わりません。主要事業一覧、商工観光課の下
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から２段目、竜北公園及びふるさと自然の道管理委託料５９１万１,０００円を新

規に区分していますのはこのような理由からでございます。第２５目、立神峡公園

費につきましても新設目でございますが、これまで観光費の中で組んでいた立神峡

公園関係予算を抜き出してまとめたものでございます。 

 次に９７ページ、第３５款、土木費、第１０項、道路橋りょう費、第５目、道路

橋りょう総務費、１３節の委託料につきましては、主要事業計画一覧、これは前か

ら８枚目になります建設下水道課の建設係の方をご覧いただきたいと思います。橋

梁長寿命化修繕計画策定業務委託料１,７００万円の事業内容はここに書いてあり

ますとおりでございます。説明は省略いたします。 

 次に９８から９９ページについてです。第１５目、道路新設改良費における１３

節、委託料それから１７節、公有財産購入費、２２節、補償補填及び賠償金、それ

から１００ページにあります第２０目、橋りょう新設改良費の１９節の負担金補助

及び交付金における町道吉本本山線道路改良事業及び橋りょう工事にかかるものに

つきましては、主要事業計画一覧の総務振興課になりまして、上から４枚目です。

失礼しました。後ろから４枚目です。総務振興課に記載されていますようにスマー

トインターチェンジへのアクセス道路改良事業並びに橋りょう下部工等に関するも

のであります。事業内容説明につきましては主要事業一覧に記載されておりますの

で、省略いたします。 

 次に、１０２ページです。第２５項、住宅費、第５目、住宅管理費、１３節、委

託料における公営住宅等長寿命化計画策定委託料は国庫補助を受けての新規事業で

ありまして、これは主要事業一覧の建設下水道課のページに記載しております。 

 １０６ページ、第４０款、消防費、第５項、消防費、第２５目、災害対策費で

は、これは主要事業計画の１枚目です。総務財政課のところをご覧いただきたいと

思います。一番下の欄に総合防災訓練をあげております。昨年は大雨洪水警報発令

のため中止をいたしましたが、総合的な防災訓練は必要であることから、本年も実

施する予定で予算計上しております。 

 １０８ページ、お開き願いたいと思います。第４５款、教育費、第５項、教育総

務費、１３節、委託料の要支援児童生徒教育支援事業委託料は小学校２名それから

中学校１名の支援員を配置する事業でありまして、これは主要事業計画一覧、下か

ら２枚目学校教育課の一番上の欄に説明をしております。 

 １１４ページから１１５ページにかけてでございます、第１５項、中学校費、第

５目、学校管理費、１３節、委託料、体育館耐震補強・改修工事設計委託料につき

ましては、主要事業計画一覧の３段目に記載しておりますので、説明は省略いたし

ます。 
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 次に１２４ページ、第２０項、社会教育費、第１５目、八火図書館費、１３節、

委託料、図書館建設基本設計委託料につきましては、主要事業計画最後のページに

なります、生涯学習課の４番目の欄に説明をしております。説明は省略いたしま

す。 

 １３０ページ、第５５款、公債費、第５項、公債費、第５目、元金では、前年と

比較いたしますと４,０５５万４,０００円の減額となります。２３年度の起債予定

では臨時財政対策債や町道吉本本山線道路改良事業の土木債等が加わることにな

り、元金で４億６,５１７万９,０００円、第１０目の利子で７,９０３万７,０００

円を予算計上しております。 

 １３２ページ以降の給与明細書につきましては、省略をさせていただきますが、

１３６ページをお開き願いたいと思います。ここで、ご訂正をひとつお願いしたい

と思います。この１３６ページの数値でですね、中ほどにございます行政職の構成

比２４年４月現在の欄の３級のところ３３.６％としておりますけれども、これが

３３.７％の間違いでございます。したがいまして、合計が９９.９を１００.０に

ご訂正をお願いしたいと思います。同様に今度は２３年４月１日現在の一番下の欄

でございます、９９.９となっておりますが、これを１００.０にご訂正をお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。 

 以上で、議案第２２号、平成２４年度氷川町一般会計予算の説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） １０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時２５分 

再開 午後０時３３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程の順序を変更し議案第２６号、２７号を先にします。２６号、２７号お願い

します。 

○建設下水道課長（森田寿也君） それでは議案第２６号、平成２４年度氷川町下水道

事業特別会計予算についてご説明いたします。 

 平成２４年度氷川町下水道事業特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 開けていただきまして、１ページ、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それ

ぞれ８億４,１８５万５,０００円とする予算でございます。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金につきまして

は、２億円を最高額といたしております。 



－39－

 それでは歳出の方から主なものを説明させていただきます。１１ページを開けて

ご覧下さい。 

 ５款、公共下水道事業費、５項、公共下水道事業費、５目、総務管理費の２節、

給料から４節、共済費までの職員給与関係で、下水道職員４名分の２,９２４万円

を計上いたしております。 

 １２ページの１３節、委託料では、特定環境保全公共下水道事業、宮原処理区の

認可計画の見直しに伴いまして、計画設計業務委託で９５０万円を計上いたしてお

ります。 

 次の１３ページをお開き下さい。１０目、公共下水道維持費の主なものとしまし

ては、１１節、需用費でマンホールポンプ場電気代、建築物修繕、管路修繕料にか

かる８７１万５,０００円。１３ページから１４ページにかけての委託料で、昨年

同様マンホールポンプ場管理、汚泥処分業務等を指定管理者への宮原浄化センター

管理業務委託費の４,５３２万２,０００円、１９節、負担金補助及び交付金の流域

下水道維持管理負担金としまして５,１９４万８,０００円を計上いたしておりま

す。１５目、公共下水道建設費の主なものといたしましては、１３節、委託料で竜

北処理区管渠実施測量設計業務委託費５,３２５万円。次の１５ページで１５節、

工事請負費では竜北処理区の管渠築造工事費２億４,５００万円、２２節、補償補

填及び賠償金では管渠築造工事に伴う上水道施設の移設補償費２,５００万円を計

上いたしております。 

１０款、個別排水処理事業費、５項、個別排水処理事業費、５目、個別排水処理

事業費、１１節、需用費から１３節、委託料まで宮原処理区の合併浄化槽３２基分

の管理費といたしまして２４５万６,０００円を計上いたしております。 

 次の１６ページをご覧ください。１５款、公債費、５項、公債費では５目、元

金、２３節、償還金利子及び割引料の２億６,２２１万３,０００円。１０目、利子

の９,０１２万７,０００円を計上いたしております。 

 開けまして１７ページから２３ページまでは、下水道職員の給与に関する調書。

２４ページにつきましては債務負担行為における調書につきまして載せております

ので、ご覧下さい。 

 ２５ページをご覧下さい。地方債に関する調書につきまして、当該年度末におけ

る現在高見込額は４０億４,８１７万３,０００円でございます。 

 続きまして、歳入に移りたいと思います。７ページを開けてご覧下さい。 

 歳入の主なものといたしましては、５款、分担金負担金、５項、負担金、５目、

分担金、５節、分担金につきましては、受益者分担金といたしまして１,７６０万

４,０００円を計上いたしております。 
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 １０項、負担金、５目、負担金、５節、負担金につきましては、宇城市からの建

設負担金５３０万２,０００円を計上いたしております。 

 １０款、使用料及び手数料、５項、使用料、５目、下水道使用料、５節、公共下

水道使用料につきましては、１億１,０６４万円を計上いたしております。 

 次の８ページでございます。１５款、国庫支出金、５項、国庫補助金、５目、下

水道補助金、５節、下水道補助金につきましては１億５,４７５万円を計上いたし

ております。 

 ９ページの２０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５目、一般会計繰入金、５

節、一般会計繰入金につきましては一般会計からの繰入金３億９５２万３,０００

円を計上いたしております。 

 次の１０ページでございます。３５款、町債、５項、町債、５目、下水道債、５

節、下水道債では２億４,０３０万円を計上いたしております。 

 最後に４ページをご覧下さい。第２条の地方債について、下水道債の限度額を１

億５,９６０万円、平成２４年度下水道借換債の限度額を８,０７０万円といたして

おります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第２７号、平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算につ

いてご説明いたします。 

 平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 開けてもらいまして、１ページをご覧下さい。 

 第１条、歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,０１４万４,０００円と

する予算でございます。 

 第２条、一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３条２項の規定に

より借入の最高額を５,０００万円といたしております。 

 それでは歳出から説明させていただきます。８ページを開けてご覧下さい。 

 ５款、土木費、５項、住宅費、５目、住宅用地造成費、１９節、負担金補助及び

交付金では３年間の固定資産税の半額補助としまして、定住促進分譲住宅補助金６

６万円を計上しております。 

 ７款、公債費、５項、公債費、３目、元金、２３節、償還金利子及び割引料では

建設費の借入金の元金３,７８８万４,０００円。５目、利子、２３節、償還金利子

及び割引料の１５３万８,０００円を計上いたしております。 

 次の１０ページをご覧下さい。地方債に関する調書については当該年度末におけ

る現在高見込額は６,９０１万７,０００円でございます。 
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 続きまして歳入の方を説明させていただきます。６ページをご覧下さい。 

 １０款、繰入金、３項、一般会計繰入金、５目、一般会計繰入金、５節、一般会

計繰入金、一般会計より３,８３８万４,０００円の繰入金を計上いたしておりま

す。 

 ７ページの１５款、繰越金、５項、繰越金、５目、繰越金、５節、前年度繰越金

１７５万８,０００円を計上いたしております。 

 以上で予算の説明終わらせていただきます。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（浅山正代君） 議案第２３号、平成２４年度氷川町国民健康保険特別

会計予算について説明いたします。 

 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 １ページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１

９億９,１５４万１,０００円とするものです。 

 歳出、１７ページをお願いします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、一

般管理費、１３節、委託料２７６万円の内訳としまして、主なものとしましてレセ

プト点検委託料１４０万８,０００円を計上しております。レセプト点検作業と特

別調整交付金申請にかかるレセプトの内容調査の委託料でございます。 

 次のページをお願いします。１９節、負担金補助及び交付金、県国保連合会負担

金並びに広報共同事業負担金につきましては、国保連合会より示された額を計上し

ております。 

 次の１９ページをお願いします。１０款、保険給付費、５項、療養諸費、５目、

一般被保険者療養給付費、１９節、負担金補助及び交付金１０億２,０００万円に

つきましては、３年間の実績と伸び率により月平均８,５００万円の１２ヶ月を計

上しております。人数は減っておりますが、高齢化に伴い医療費が高くなっている

という状況でございます。１０目、退職被保険者等療養給付費、１９節、負担金補

助及び交付金８,６００万円につきましても、対象者の増加により前年度より４,７

００万円の大幅の増加となっております。月７１６万円の１２ヶ月を見込んでおり

ます。１５目、一般被保険者療養費、１９節、負担金補助及び交付金８００万円に

つきましては、補装具、あんま、マッサージなどの費用にかかるもので月６６万

６,０００円の１２ヶ月を見込んでおります。２５目、審査支払手数料、１２節、

役務費４２２万３,０００円につきましては、連合会より示された単価に基づき審

査支払手数料４１６万８,０００円を見込んでおります。 

 １０款、保険給付費、１０項、高額療養費、５目、一般被保険者高額療養費、１
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９節、負担金補助及び交付金１億８００万円につきましては療養給付費の伸びに伴

い増額を見込んでおりまして、月平均９００万円の１２ヶ月を計上しております。

１０目、退職被保険者等高額療養費、１９節、負担金補助及び交付金１,０００万

円につきましても対象者の増加により前年度約３８０万円増加しております。月平

均８３万３,０００円の１２月を見込んでおります。 

 次、２１ページをお願いします。１０款、保険給付費、２０項、出産育児諸費、

５目、出産育児一時金、１９節、負担金補助及び交付金１,１７６万円を計上して

おります。４２万円の２８人分となっております。 

 １０款、保険給付費、２５項、葬祭諸費、５目、葬祭費、１９節、負担金補助及

び交付金７８万円につきましては、３万円の２６人分を計上しております。 

 １１款、後期高齢者支援金等、５項、後期高齢者支援金等、５目、後期高齢者支

援金、１９節、負担金補助及び交付金２億４,９０５万８,０００円につきまして

は、政府の予算案に基づく数値で試算をしておりまして、給付費の増により前年度

比２,１７２万７,０００円の増額となっております。 

 ２３ページをお願いします。２０款、介護納付金、５項、介護納付金、５目、介

護納付金、１９節、負担金補助及び交付金１億２,４４１万５,０００円につきまし

ては、４０歳から６５歳未満の財政負担で２号被保険者の割合により算出されてお

りまして、一人当たりの単価が伸びているため、前年度より４５６万８,０００円

増額しております。 

 ２５款、共同事業拠出金、５項、共同事業拠出金、５目、高額医療費拠出金、１

９節、負担金補助及び交付金３,０４５万３,０００円につきましては、国保連合会

より示された額を計上しております。７目、保険財政共同安定化事業拠出金、１９

節、負担金補助及び交付金２億５,２７５万円につきましても国保連合会より示さ

れた額を計上しております。 

 ３０款、保健事業費、３項、特定健康診査等事業費、５目、特定健康診査等事業

費につきましては、特定保健指導の指導にかかる事業費を計上しております。 

 次のページお願いします。１３節、委託料１,１８３万７,０００円につきまして

は、特定健診委託料１,１２９万２,０００円を計上しておりまして、基本健診の自

己負担を１,５００円から８００円に引き下げ、対象者の４５％を見込んで予算計

上をしております。 

 ３０款、保健事業費、５項、保健事業費、５目、保険給付費、１９節、負担金補

助及び交付金１９８万円につきましては、４０歳から７５歳未満を対象としまして

前年度と同額を計上しております。１０目、保健衛生普及費、７節、賃金８６万

７,０００円につきまして、臨時職員賃金は管理栄養士のクーリング期間町雇用と
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なりますので、４ヶ月分を計上しております。１２節、役務費７９万４,０００円

につきましては、手数料５２万５,０００円につきましてヘルスアップ事業、医師

情報提供書作成手数料ということで２５０人分を計上しております。保険料につき

ましては、管理栄養士の４ヶ月分の保険料１３万４,０００円を計上しておりま

す。１３節委託料７４４万１,０００円、この中で管理栄養士委託料２２２万５,０

００円、８ヶ月分を計上しております。国保ヘルスアップ事業委託料３０８万６,

０００円につきましては事業委託を日赤に２６２万４,０００円、糖負荷試験精密

検査を４６万２,０００円含めたところで計上しております。 

 ３５款、基金積立金、５項、基金積立金、５目、療養給付費基金積立金、２５

節、積立金４,４００万円につきましては、老人保健特別会計余剰金４,４００万円

を一般会計から繰り入れていただき、国保の基金として積立をお願いするものでご

ざいます。 

 次のページをお願いします。４５款、諸支出金、５項、償還金及び還付加算金、

５目、一般被保険者保険税還付金、２３節、償還金利子及び割引料２００万円につ

きましては、過年度に遡及して資格喪失した際の還付金を前年度と同額計上してお

ります。 

 歳入、８ページをお願いします。５款、国民健康保険税、５項、国民健康保険

税、５目、一般被保険者国民健康保険税、５節、医療給付費現年課税分２億８,５

０７万５,０００円につきましては、課税標準額等より２３年分の所得が確定して

いないため、現段階での推計により計算をしております。１０目、退職被保険者等

国民健康保険税、５節、医療給付費現年課税分１,７８７万８,０００円につきまし

ては、退職被保険者数の増加により前年度より８９０万８,０００円増額しており

ます。 

 次のページをお願いします。１５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５目、療

養給付費等負担金、５節、現年分４億４１４万円につきましては、療養給付に要す

る費用の３４％を計上しておりまして、前年度比較８８１万円の増加となっており

ます。後期高齢者支援金の増によるものです。１０目、高額医療費共同事業負担

金、５節、高額医療費共同事業負担金７６１万３,０００円につきましては、国保

連合会から示された拠出金の４分の１が負担されるものです。１５目、特定健康診

査等負担金、５節、特定健康診査等負担金２８１万１,０００円につきましても、

国の補助単価を基に受診率４５％を見込み、事業費の３分の１が負担されるもので

す。 

 １５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、５目、財政調整交付金、５節、普通

調整交付金１億６,８００万円につきましては、いつも確定が３月末でありますの
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で、平成２２年度の実績を基に概算で計上しております。１０節、特別調整交付金

５３９万６,０００円、国保ヘルスアップ事業分を計上しております。 

 １１ページお願いします。２０款、療養給付費交付金、５項、療養給付費交付

金、５目、療養給付費交付金、５節、現年分８,９６５万２,０００円につきまして

は、退職被保険者の財源補填として交付されるもので、前年度３,１６６万９,００

０円の増は、対象者の増によるものです。 

 ２３款、前期高齢者交付金、５項、前期高齢者交付金、５目、前期高齢者交付

金、５節、現年度分２億７,９９２万円につきましては、６５歳から７５歳未満の

前期高齢者の医療費にかかる財政調整制度で、社会保険診療報酬から交付となって

おります。 

 ２５款、県支出金、５項、県負担金につきましては、国と同額の４分の２と３分

の１が負担されるものです。 

 次のページをお願いします。２５款、県支出金、１０項、県補助金、５目、財政

調整交付金、５節、普通調整交付金７,０７０万円につきましては、療養給付費後

期高齢者支援金に介護納付金分の７％が予算措置され、普通調整交付金及び特別調

整交付金として交付されるものです。１０節、特別調整交付金３,５４０万５,００

０円につきましては、共同事業の持ち出し分の補填として交付されるものです。 

 ３０款、共同事業交付金、５項、共同事業交付金、５目、共同事業交付金、５

節、高額医療費共同事業交付金２,３１９万７,０００円、高額医療の発生による保

険者の国保体制の急激な影響を緩和するもので、５９％が交付されます。連合会か

らの見込額を計上しております。１０目、保険財政共同安定化事業交付金、５節、

保険財政共同安定化事業交付金２億２６０万円につきましても連合会からの見込み

額を計上しております。 

 次のページをお願いします。４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５目、一

般会計繰入金、前年度と比較して８,２３５万２,０００円の増となっております。

５節一般会計繰入金につきましては、特定健診、事務費、管理栄養士分１,５５２

万円を計上しております。１０節、保険基盤安定繰入金６,０４９万２,０００円に

つきましては、保険料の軽減分に対する国、県、町分を計上しております。２０節

出産育児一時金繰入金７８４万円につきましては、町の負担３分の２分を計上して

おります。２５節、財政安定化支援事業繰入金、これは交付税分を計上しておりま

す。３０節、その他繰入金につきましては１億８６５万円を計上しております。内

訳としまして補助対象とならないはり・きゅう券２０９万２,０００円、出産育児

一時金３９２万円、給付費分これは財源補填になりますが５,８６３万８,０００

円、財政調整積立金４,４００万円を計上しております。平成２３年度につきまし
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ては、２５節の中に財政安定化支援事業に交付税のほかその他繰入金分の事務費、

財源補填分をまとめて計上しておりましたが、今年度は県の指導もありまして、明

確にするために分けております。 

 次のページをお願いします。４５款、繰越金、５項、繰越金、１０目、その他繰

越金、５節、その他繰越金２,９００万円の繰越金を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（笠原良一君） ２４号お願いします。 

○健康福祉課長（浅山正代君） はい。議案第２４号、平成２４年度氷川町後期高齢者

医療特別会計予算について説明いたします。 

 平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 １ページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１

億４,８０９万６,０００円とするものです。 

 歳出、１０ページをお願いします。１０款、後期高齢者医療広域連合納付金、５

項、後期高齢者医療広域連合、５目、後期高齢者医療広域連合納付金、１９節、負

担金補助及び交付金１億４,４１０万５,０００円につきましては、被保険者保険料

負担金が１億５７万２,０００円、滞納繰越分１,０００円、保険基盤安定負担金

４,３５３万２,０００円でありまして、後期高齢者広域連合から示された額を計上

しております。 

 次のページをお願いします。１５款、保健事業費、５項、健康保持増進事業費、

５目、健康診査費につきましては、７の賃金から１３節委託料まで３７４人分の健

康健診分を計上しております。広域連合の受託事業となっております。 

 歳入の６ページをお願いします。５款、後期高齢者医療保険料、５項、後期高齢

者医療保険料、５目、特別徴収保険料、５節、現年度分７,５４２万９,０００円。

１０目、普通徴収保険料、５節２,５１４万３,０００円。 

 特別徴収と普通徴収の割合が２３年度は８０％と２０％でしたが、２４年度７５

％と２５％の割合で計上しております。保険料につきましては、高齢者医療の確保

に関する法律により２年ごとに改定を行うものとされております。熊本県広域連合

の２４年、２５年度の保険料が均等割の４万７,０００円から４万７,９００円、所

得割が９.０％から９.２６％に改定をされております。改定は２月中旬の広域連合

の議会で承認されていますので、保険料につきましては、当初連合会から示された

額をもとに計上しております。 

 ７ページをお願いします。２０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、１０目、保

険基盤安定繰入金、５節、保険基盤安定繰入金４,３５３万２,０００円につきまし
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ては、歳出の連合負担金で説明しました額を計上しております。 

 ８ページをお願いします。３０款、諸収入、２０項、受託事業収入、５目、後期

高齢者医療広域連合受託事業収入、５節、健診事業収入３４０万３,０００円につ

きましては、歳出で説明しました健診事業の全額が広域連合から負担されるもので

す。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 次、お願いします。２５号。 

○健康福祉課長（浅山正代君） 議案第２５号、平成２４年度氷川町介護保険特別会計

予算についてご説明します。 

 平成２４年度氷川町介護保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 １ページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１２

億５,３５３万円とするものでございます。 

 歳出、１４ページをお願いします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、一

般管理費、１１節、需用費９９万９,０００円につきまして、主なものとしまして

印刷製本費６３万９,０００円のうち第５期介護保険事業計画に伴うパンフレット

作成５７万８,０００円を計上しております。１３節、委託料８５万９,０００円、

地域包括支援システム設定委託料１９万１,０００円につきましては、購入パソコ

ン４台分のシステム設定となっております。１８節、備品購入費５０万９,０００

円、地域包括支援センターシステム用クライアント機器としましてパソコンが６年

経過し、効率が悪いために新しく４台を購入するものです。 

 ５款、総務費、１５項、介護認定審査会費、５目、認定調査費、７賃金１２０万

８,０００円につきましては、介護認定調査員２名の九綜派遣のクーリング期間に

よりまして４ヶ月分を町雇用とするため計上しております。 

 次のページをお願いします。１２節、役務費４３６万５,０００円、主治医意見

書作成手数料につきましては、一次判定後の主治医の意見書を基にした認定審査会

で二次判定を行うため、新規更新分を合わせて９５０件分を計上しております。１

３節委託料、訪問調査員派遣委託料３２９万７,０００円につきましては、２名の

８ヶ月分を計上しております。 

 １０目、介護認定審査会費、１節、報酬３６７万２,０００円につきましては、

審査会が毎週１回開かれまして、４名の委員で審査を行っております。医師分が２

万１,０００円の５１週分、福祉分野で１万７,０００円の５１週の３名分を計上し

ております。 

 次のページをお願いします。１０款、保険給付費、５項、介護サービス等諸費、
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５目、介護サービス等諸費、１９節、負担金補助及び交付金１１億３,１４８万５,

０００円、前年度５,２８９万２,０００円が増額しております。平成２４年度から

２６年度の第５期事業計画による２４年度のサービス費を計上しております。居宅

サービス費それから地域密着型介護サービス、介護予防サービスが平成２３年度整

備されましたので増加が見込まれることによるものです。 

 次のページをお願いします。１０款、保険給付費、１０項、市町村特別給付費、

５目、市町村特別給付費、１９節、負担金補助及び交付金９６６万８,０００円、

おむつ購入費支給事業、平成２４年度から対象者を要支援２からに拡大しますので

１３％の増の１００人を見込んでおります。 

 １９ページ、１０款、保険給付費、２０項、高額介護サービス等費、５目、高額

介護サービス費、１９節、負担金補助及び交付金１,７００万円につきましては、

１割の自己負担が一定の金額を超えた場合の払い戻しでありまして、実績を基に計

上しております。 

 １０款、保険給付費、２３項、高額医療合算介護サービス等費、５目、高額医療

合算介護サービス等費、１９節、３００万円につきましても実績を基に計上してお

ります。 

 １０款、保険給付費、２５項、特定入所者介護サービス等費、５目、特定入所者

介護サービス等費、１９節、負担金補助及び交付金４,５５５万６,０００円につき

ましては、低所得者の施設利用が困難とならないよう申請により、居住費、食費に

ついて負担限度額までの負担となり、超えた分を給付するものです。前年度と比較

しまして施設サービスの増加が見込めないために２３３万６,０００円の減となっ

ております。 

 次のページをお願いします。１７款、地域支援事業費、５項、介護予防事業費、

５目、二次予防事業費、１３節、委託料、二次予防対象につきましては、二次予防

通所介護予防事業パワーリハビリ教室等の費用１５２万６,０００円を計上してお

ります。また二次予防対象者の把握事業としまして、いきいき健診を６箇所で実施

するための予算を計上しております。 

 １０目、一次予防事業費、次のページの１３節、委託料３８４万円、一次予防事

業委託料としましてパワーリハビリ教室、フリートレーニング教室、にこにこ教

室、介護サポーター養成などの事業で計上しております。 

 １７款、地域支援事業費、１０項、包括的支援事業費、５目、介護予防ケアマネ

ージメント事業費、７節、賃金１４４万円につきましては、包括支援センターの九

綜派遣２名につきまして４ヶ月のクーリング期間により町雇用となりますので、計

上をしております。１３節１,６５３万８,０００円、地域包括支援センター事業運
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営委託料１,２５０万円、社協に委託をしております。高齢者虐待対応支援委託料

１７万円につきましては、県高齢者虐待対応専門職チームに委託をすることになり

ます。地域包括支援センター派遣職員委託料２名分につきまして８ヶ月分の３８６

万８,０００円を計上しております。 

 次のページをお願いします。１７款、地域支援事業費、１５項、任意事業費、５

目、任意事業費、１２節、役務費、緊急通報体制整備設置料６,８２５円の３０件

を見込んでおります。１４節、使用料及び賃借料１２２万１,０００円につきまし

ては６８名分の緊急通報体制の補助等を見込んでおります。 

 歳入の７ページをお願いします。５款、保険料、５項、介護保険料、５目、第１

号被保険者保険料、５節、現年度分特別徴収保険料１億９,３７５万７,０００円。

１０節、現年度分普通徴収保険料につきましては第１号被保険者保険料の月額を

５,０００円とし、被保険者数の増加を見込みまして前年度比２,２４９万４,００

０円増を計上しております。 

 次のページをお願いします。１５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５目、介

護給付費負担金、５節、現年度分２億１,７４３万円につきましては、介護給付費

の在宅分が２０％、施設分１５％を計上しております。在宅サービスの増加により

１,３５１万９,０００円が増えております。 

１５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、５目、調整交付金、５節、現年度分調

整交付金１億２５４万７,０００円につきましては、第１号被保険者の高齢者の年

齢区分所得層の割合を考慮し、交付されるもので、給付費の８.７％を見込んでお

ります。１０目、地域支援事業交付金、５節、現年度分介護予防事業１９１万９,

０００円につきましては、介護予防事業の２５％が交付されます。１０節、現年度

分包括的支援事業費７８５万９,０００円につきましては、包括支援事業の４０％

が交付されます。 

 次のページをお願いします。２０款、支払基金交付金、５項、支払基金交付金、

５目、介護給付費交付金、５節、現年度分３億４,７５６万円につきましては、４

０歳から６４歳の第２号被保険者の介護納付金にかかる社会保険診療報酬支払基金

からの交付金となっております。給付総額の２９％が交付されます。１０目、地域

支援事業支援交付金、５節、現年度分が２２２万６,０００円についても同じく２

９％が交付されます。 

 ２５款、県支出金、５項、県負担金、５目、介護給付費負担金、５節、現年度分

１億７,２０７万７,０００円につきましては介護給付費の在宅分が１２.５％、施

設分が１７.５％を計上しております。 

 次のページをお願いします。２５款、県支出金、１０項、県補助金、５目、地域
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支援事業交付金、５節、介護予防事業費９５万９,０００円につきましては、介護

予防事業費の１２.５％が交付されます。１０節包括的支援事業費３９２万９,００

０円につきましては包括的支援事業の２０％が交付されます。 

 １１ページをお願いします。４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５目、介

護給付費繰入金、５節、現年度分１億４,９８１万１,０００円につきましては、介

護給付費の町負担分１２.５％を繰り入れるものです。１０目、その他一般会計繰

入金、５節、事務費繰入金１,７００万円につきましては、事務費分を繰り入れて

おります。包括支援センターの九綜派遣職員２名分を包括支援事業に含めたことに

より減額となっております。１５目、介護予防事業繰入金、５節、現年度分９６万

円については町負担分の事業費１２.５％を繰り入れるものです。２０目、包括的

支援等事業費繰入金、５節、現年度分３９３万円につきましては、町負担分としま

して事業費の２０％を繰り入れるものです。 

 次のページをお願いします。４０款、繰入金、１０項、基金繰入金、５目、介護

給付費準備基金繰入金、５節、介護給付費準備基金繰入金１,５００万円につきま

しては、介護給付費準備基金取り崩しによる繰入金でありまして、三ヵ年計画の中

で今年度分を取り崩す分を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれをもって散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時２２分 


